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は じ め に

.■

.β

い か め し くも 「北欧 都 市 緑 化 事 情 調査 団」 と銘 打 った チ ー ムで あ ります 。 団 に は 自

つ と,新 しい 文 明 観 に 立つ 今 日的課 題 に挑 戦 す る戦 士 の よ うな,士 気 と誇 りが み な ぎ

って い ま した 。

メンバ ーは,い ろ ん な職 域 に お け る重 要 な 立 場 を 占め る方 々で,年 令 も30～65才 と

い う幅 が あ ります の で;当 然 もの の 見 方 や 考 え 方 に も相違 が あ り,調 査 の焦 点 も それ

ぞ れ 多 様 で あ ります 。 しか し課 題 に 対 す る各 人 の 旺 盛 な 意 欲 の結 集 か ら,団 と して の

見 事 な チ ー ム ワー クで 終始 す る こ とが で き ま した 。

そ れ に して も,ほ ん と うに ハ ー ドな ス ケ ジ ュール で あ りま した。 北 欧 の 日は な が く

何 時 まで も明 るい ので,勢 い 早 朝 か ら行 動 をお こ し,ホ テル で の 夕 食 が8時,9時 と

い った 連 続 で あ りま した 。 事 前 の行 き とど いた コン タ ク トの せ い もあ り,ど この 訪 問

先 で も案 内 や説 明 は懇 切を きわ め,そ の 時 間 超 過 の 調 節 に苦 慮 し た ほ どで あ り ま した 。

先方 の 親 切 と気 ま じめ さ には 感 激 の ほ か あ りませ ん が,こ の こ と も一 面 わ れ わ れ の 気

ぜ わ し さに 拍 車 を か け ま した 。 ま こ と感謝 す べ き苦 行 で あ りま した 。

この た び の旅 行 で わ れわ れ は8回 の 航 空 便 を 利 用 し ま した 。 出入 国 の チ ェ ッ クや 荷

物 の 受 渡 しな どで延 べ24時 間 ほ ど の 時 間 を 費 や し ま した。 これ は15日 間 の旅 行 の うち

ゆ うに実 働 の3日 間 に 相 当 し ます 。 ハ イ ジ ャ ッ ク事 件 頻 発 の折 とは い え,人 相 書 や 鑑

札 を携 行 して,幕 府 の関 所 よ りも手 数 と時 間 のか か る こ とは,21世 紀 を迎 え る当 節,

も っ と何 とか な ら ない もの か と,国 際 関 係 の未 成 熟 を うらめ し く感 じ ま した。

2週 間 で5ケ 国で あ ります ので,2日 毎 位 に通 貨 が 変 わ り,こ れ を め ぐ るい ろ ん な

エピ ソ ー ドもあ りま した 。 デ ン マ ー ク ク ロ ーネ,ス エ ー デ ン ク ロー ネ,ギ ル ダ ー,・マ

ル ク、 フ ラ ンそ れ に ドル,円 との換 算 胸 算 用 で す か ら容 易で は あ りませ ん 。 い い年 を

した お っ さん 達 が,ま る で昔 の お祭 りの 小 遣 い を 貰 った 子供 の よ うに,硬 貨 を な らべ
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て は な が め す か しつ す る有 様 は,何 ともい え な い ユ ーモ ラス な情 景 で あ りま した 。

8月19日 は 日曜 日で あ り,フ ラ ン ク フル トか ら ・・ン ブル グに 至 る450kmの バ ス旅

行 の 日程 とな って い ま した 。 そ ろそ ろパ テ気 味 の メン バ ーか ら,こ れ は シ ンど い,航

空 便 は とれ な いか,汽 車 の 方 が 楽 じ ゃな い か な ど の動 議 もで ま した。 しか し当 日は 予

定 通 り早 朝 か ら夕 刻 まで,昼 食 時 と午 后 一 回 の 小 休止 だ け で,旦 々 た る ア ウ トバ ー ン

を森 か ら森 へ とひ た走 りに走 りつ づ け ま した。 と ころが ど うで し ょ う,誰 一 人 疲 れ や

退 屈 を訴 え る も のが い ませ ん で した 。 つ くづ く緑 の 自然 に 接 す る人 間 の心 理 の 深 奥

'を
、如 実 に感 得 す る こ とが で き ま した 。

小生 年 長 の故 を も って 団長 に 推 され ま した が,何 のお 役 目も果た す こ とが で き ませ

ん で した 。 む しろ ご迷 惑 を か け つ つ 皆 さん に つ い て歩 い た よ うな も の で した 。 あ らた

め て 団員 各 位 の ご協 力 に感 謝 を 申 し上 げ ます。 と もか くも,旅 行 中 さ した る事 故 もな

く,全 員 元 気 い っぱ い で帰 国 され た こ とは 何 よ りの喜 び で あ ります。

終 りに この 意 義 あ る調 査 団 派 遣 を ご企 画 い た だ きま した 日本 情報 開発 協 会 の 理 事 長

稲葉 秀 三 先 生 に,全 員 を代 表 して 心 か らの 敬 意 を表 し ま し て ごあ い さつ と い た し ま

す。

1973年9月

北 欧都市緑化事情調査団

団 長 塚 野 忠 三
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調査団々員名簿

(ABC順)

No.氏 名1会 社 名
1 役 職 ∋ 会 社 所 在 地 ・電 話

1

(団 長)

塚 野 忠 三

(財)日 本緑化 セン

ター

101千 代 田 区 内 神 田1-1-12

常 任 監 事
03-295-5551

2
(副 団 長)

脇 坂 泰 治

全国農業協同組合

連合会

資材 園芸 本部100千 代 田区大手町1-8-3

総 合室 次長03-279-0211

3

(コーディネータ)

高 橋 理 喜 男

大 阪 府立 大 学
591堺 市 百 舌 鳥 梅 町4-804

農 学 部 教 授
0722-52-1161

4 江角金 次郎 王 子 造 林(株)
造 園 部104中 央区銀座3-7-12

王子不動産銀座 ビル

造 園 課 長03-563-6321

伊 藤 和 夫

加 藤 紘

住宅緑化事業
王 子 製 紙(株)本 部上級調査

役

(株)日本興業銀行 産業調査部

104中 央 区 銀 座4-7

03-563-1111

100中 央 区八 重 州5-1-1

03-216--0251

瓦 谷 廣 三 関 西 電 力(株)社 長室調査役

8尾 崎 洋 右
総合企画本部

農 林 中央金 庫
考 査 役

530大 阪 市 北 区 中 之 島3-5

06-441-8821

100千 代 田 区大 手町1-8-3

03-279--0111

9上 野紀太郎
(株)ト ー ア ・グ リ

副 社 長
ン ピア

531大 阪 市 大淀 区 中津 本 通2-

1若 杉 ビル

06-371--0936

海

山 下 賢 造

(株)

グ リー ン事 業427静 岡 県 島 田 市4533

部 設 計 主 任05473-6-2100

取 締 役三 気 造 園(株)

設 計 部 長

105港 区 芝 公 園3-1-14

03-434-4651

12山 本 修
緑化事業部

三井物産林業(株)
課 長 代 理

106港 区新橋3-3-14

03-580-8210

13安 永 久 夫
部

役

国造

査

化緑

調
網(紙製条十

100千 代 田 区 有 楽 町1-11

03-211-7311

(オル ガナ イザ)
14

樫 根 善 清

(財)日本情報開発 理 事 長 付

協会 調 査 役

100千 代 田区 霞 が 関3-2-5

霞 が関 ビル30階
03-581-6401

(エ ス コー ト)ジ ェ ッ ト ・エ アサ 海 外 旅 行 部
15

t 千 勝 正 博 一 ビス(株)営 業 第 一 課

100千 代 田区大 手 町1-1-3

都 立 産 業 会 館
03-214-6481

`

■
一

●

4

・



`

調査団日程表

日次

1

2

3

4

月 目(曜)1都 市 名

昭和48年

7月23日(月)

8月3日(金)

東 京

東

9

京.

時司 交離 開

13:00

～

19:00

13:

～

18:

8月11日(土)東 京発

8月12日(日)

8月13日(月)

ノミリ(オ ノレリー)着

パ リ(ル ブ ル ジ ユ)

発

コペ ンハ ー ゲ ン着

(カ ス トラ ヅプ空

港).

コペ ンハ ー ゲ ン発

ス トック ホ ル ム着

(ア ル ラ ンダ空 港)

21:45AF273

8月14日(火)

6,30i

、2,2。ISK572

14:2

ス トックホ ル ム発

(ア ル ラ ン ダ空 港)

ゲ ー テ ブル グi着

11:25SK642

12:3

12:00SK129

1
12=50

摘 要

・第1回 事前研修会(於・日情協会議室)

「我国都市緑化行政の方向」

講師

建設省公団緑地課長 川名俊次氏

林野庁造林保護課長 秋山智英氏

・第2回 事業研 修会(於 ・旧情協会議室)

「公害 と都 市緑化技術」

講 師

国立 林業試験場科長 蜂屋欣二 氏

「北欧の都 市林一調査 のポイ ン ト」

講師

大阪府立大学教授 高橋理喜男氏

・エ ア ・フ ラ ンスに て ア ン カ レ ッジ経 由

パ リへ

・午 前:パ リ市 内 見学

・デ ンマ ー クへ 移 動

・午 後:OldForest視 察

(市 内住 宅 地 、鹿 公 園Dyrehaven)

・MERCURHOTEL宿 泊

・午 前:NewForest視 察

(コ ペ ンハ ー ゲ ン西 方,ヘ ス テ の丘 の 現

地 調 査)

.ス エ ー デ ンへ 移 動

・午 後:① 技 術 訪 問

RoyalSwedishAcademyof

EngineeringSciences(IVA)

② メ ラ ー レ ン湖 畔 視 察

.TERMINUSHOTEL宿 泊

・午 前:SkarholmenNewTown視 察

・午後:①Gothenburg工 業 地 帯 視 察

② 技 術訪 問

Gothenburg市 立植 物 園(樹 種 調査)

・HOTELEUROPA宿 泊

7
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8月15日(水) ・午 前:① 技 術訪 問 ・"

、GothenburgCityModelHo11'
㎡

一「

!都 市 計 画 のPresentation)

5 } ②Fl61unda工 業 団地 視 察 お よ

ゲ ー テ ブ ル グ発 15:00KLM186
1

び中流家庭訪問

ア ム ス テ ル ダ ム着

(ス キ プホ ー ル空

16:20 ・オ ラン ダへ 移 動

港)
..

・夕刻:ア ム ス テル ダ ムの 森 視 察

.

.N.V .PARKHOTEL宿 泊
'

8月16日(木) ・午前:技 術訪問

ゾイ デ ル海 干拓 地LelystadのIjssel

湖干拓局(干 拓地での植樹技術)

6 ・午後:技 術訪問

Arnhem在iHeidmijGroupの

AdviesbureauArnhembv社

・N・V・PARKHOTEL宿 泊

7

,月17日(金)1。 。ス テ ル ダ 。発,

遺《キプポール空

デ ュッセ ル ドル フ9

着

デ ュ ッセ ル ドル フ

ケ ル ン 着

sslK、M221

50

BUS

・西 ドイ ツへ 移 動

・午 後:技 術 訪 問

Bundesministerium,Erntihrung

LandwirtschaftundForsten.

・INTER・CONTINENTALKOLN

HOTEL宿 泊

8月18日(土), 、
∨

・午 前:BraunCoalMinning地 帯 視 察

.

)

" (K61n南 方12km在Erholungsville)

・午 後:Rhein下 り

,8 (Koblenz,Boppard間)

ボ パ ー ド発

1
BUS ・BopPardか らRheinに 沿 っ てFrank一

フ ラ ン ク フル ト着 furtへ 移 動

・HOTELNATIONAL宿 泊

8月19日(日)フ ラ ン ク フル ト発

9ハ ン ブ ル グ着

BUS・Autobahn450km走 破 してHamburg

へ移 動

・INTER・CONTINENTALHOTEL

宿泊

8
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8月20日(月) ・午 前:技 術 訪 問

RudolfSchmidt社(Rellingen在)

・午 後:技 術 訪 問

GartenundFriendhofsamtderFreien

undHansestadtHamburg

・INTER・CONTINENTALHOTEL

宿泊

11

18月21日(火)

1

ハ ン ブ ル グ発

パ 「 リ着

(オ ル リー空 港)

14:30

16=10
'

AF773

・午前:造 園 国際 見 本 市(IGA)視 察

・7ラ ンスへ 移 動

.D'IENAHOTEL宿 泊

12

8月22日(水) ・午前:「 パ リの緑地 」について講義'

(JETRO阪 田彰夫氏提供 の資料に基
、

き高 橋 コー デ ィネ ー タ担 当)

・午 後:ベ ル サ イユ ,ブ 一 回ニ ュ の森 視

察

.D'IENAHOTEL宿 泊

13

8月23日(木) ・終 日:自 由研 修

・D'IENAHOTEL宿 泊

14

-

]5

8月24日(金)

パ リ発

(オ ル リー空 港)

16=30 AF274

・午前:報 告 書 作成 の た め の 打 合 せ

・エ ア ・フ ラ ンス で ア ンカ レ ッジ経 由東

京 へ

8月25日(土)'羽 田着
118=20

1
・到着後帰国手続 を経て解散

9月7日(金)

～"

9月8戸(土)

・箱根三井翠松園(小 涌谷)に て調査団

打 合せ

(報告書スケル トンに関 す る打合 せ)

技術訪問先一覧表

No. 訪 問 月 日 粧 都∋ 訪 問 先・所 在 地 担 当 者 ・役 職

1 8月 ユ3日(月) Stockholm
1スウ

ェーデ ン王立ア カデ ミー Mr.BengtRingstr6m

ROYALSWEDISHACADE・ (代 理Mr.Carlsson)

MYOFENGINEERINGSCI一 §wed三shParticipants:

ENCES(IVA) Mr.SwenHermeIin

Box5073,S-10245Stockholm lSvenAHermelinAB.

GrevTuregatan14,Sweden.
Mr.ArneHagangen

:CityParksdirectorof

St㏄kholm

Mr.Bergman.

:theNationalSwedish

BoardofForestry

9
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2 8月14日(火) Gothenb・ ヨーチボ リ市立植物園 Dr.PerWendelbo.1

urg BOTANICALGARDENOF :Director.

GOTHENBURG..

S-4131gGothenburg,Swed一

en.

3 8月15日(水) 〃 ヨー テポ リ市都市 計画局 Mr.SvenHenrikson

THEGOTHENBURGCITY :Engineer

BUILDINGOFFICE.一

NorraHamngatan1441114

Gothenburg,Sweden
'

4 8月16日(木) Lelytad ア イセル湖干拓局 Mr.A.Lindenbergh.

THELAKEIJSSELPOLDERS :Engineer

DEVELOPMENTAUTHORI一

TY
,

Zeiderwagenplein2Lelystad,

Netherland

5 8月16日(木) Arnhem ヘ イ ドメイ社 Ir.W.Muller

NVHEIDMATSCHAPPIJ :raadvanbestuur

BEHEER
⊇atchParticipant=

Lovinklaan1,arnhempostbus Mr.H.Meyers

33,Netherland :Adviesbureauarnhembv.

一一〇eve「straat120
,arnhem,

postbus264,Netherland.

6 8月17日(金) Bonn ドイツ連邦食糧農林省 Mr.AlfredWeisman

BUNDESMINISTERIUM =Oberlandforstmeister
..・ ・

FURERNAHRUNG,LAND・ 〈…ermanParticipants:

WIRTSCHAFTUNDFORS二 Dr.mannen

TEN Dr.Schmels

53Bonn・BeuelBonnerStr86,
Mr.Bonse

German.
Mr.VanHecs(建 設 省)

☆Dr.GottfriedP6ppinghaus

(5022JunkersdorfLudwig,
「

Jahn・Str82,German)

7 8月20日(月)1 Hamburg ル ドル フ ・シュ ミッ ト社 Mr.RudolfSchmidt

RUDOLFSCHMIDTCO.一 :President

2084Rellingen,Haupt・strasse

47,Hamburg,German.

8 〃 〃 ハンブルゲ州政府公園墓地部 Mr.Monard .

GARTENUNDFRIEDHOF一 :Baudirector.
[馳
・SAMTDERFREIENUND

HANSESTADTHAMBURG

2000Hamburg63,Fuhlsbeu・

ttlerStr.756,German

9 8月21日(火) Hamburg ハンブルグ造園国際見本市 Mr.Brien
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北欧都市緑化のあらま し
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1都 市 の緑 を支 え る もの

欧 米 諸 都 市 の緑 が 日本 と比 較 に な らぬ ほ ど恵 まれ てい る こ とは,マ ス コ ミな どを 通

じて,も は や常 識 とな って い る。 少 し専 門 的知 識 と して な ら,一 例 と し て こ こ に示 し

た 資料 か ら も判 る よ うに,公 園緑 地 の面 積 だけ で も,日 本 の 平 均 的 都 市 の ざ っ と10倍

以 上 の水 準 に あ るぐ らい の こ とは 心 得 て い た つ も りで あ る。 した が って,ヨ ー ロ ッパ

の 玄 関 口,パ リの オ ル リー空 港 の 空 か ら,緑 につ つ まれ た 郊 外 住 宅 地 を 賄 撤 し た時,

あ るい は,空 港 か らパ リの 中 心 部 に 入 って,古 い街 並 を背 景 に,並 木 や 緑 蔭 樹 の マ ッ

シ ヴな緑 を 目に した か ら とい って,敢 え て お ど ろ くに当 らな い 筈 で あ る。 しか し,わ

れ わ れ一 行 は正 直 に い って一 様 に 目を 瞠 った の で あ る。

それ は単 に統 計 的 な数 量 の ち が い だ け で は な い,あ る種 の質 的 な距 りを も,ま の あ

た りに み せ つ け られ た か らに 他 な らな い 。 ど の樹 木 も枝 を思 い切 り四 方 へ 広 げ,自 由

に の び の び と生 育 して お り,わ が 国 の よ うに,無 理 に勇 定 され る こ とも な く,ま た そ

の 必要 もな い の で あ る。 そ して,舗 装 され た部 分 を除 け ば,ナ ープ ン スペ ー ス は,す

べ て 「み ど り」 な の で あ る。 樹 木 を植 え て なけ れ ば,そ こは 必 ず 芝 生 な ど の グ ラン ド

カバ ーで あ るか,あ るい は色 と りど りの花 が咲 き乱 れ て い る とい った 具 合 で あ る。 庭

園 の 擁 壁 自身す ら も露 出 させ な い よ うに,生 垣 でか く して しま って い るの を見 た時,

そ れ は単 に修 景 上 の手 法 に過 ぎ な い と割切 るだけ で は済 まな い よ うに思 わ れ た(ベ ル

サ イユ宮 殿 や シ ャ イ ヨ ー宮 殿 の 庭)。

大 変 陳腐 な表 現 だ が,緑 ゆ た か な 都 市 とい う第一 印象 は,そ の後,コ ペ ン ハ ーゲ ン

を 皮 切 りに,5ケ 国 の 都 市 を駈 け め ぐ って,最 後 に,再 び パ リに戻 る まで,裏 切 られ

る こ とは な か った 。 既 成 の 大 都 市 のみ な らず,北 欧 の新 しい ニ ュ ー タ ウン や,オ ラン

ダ の干 拓 地 を尋 ね て も,あ る い は ドイ ツの ア ウ トバ ーン を500kln近 く走 り,ラ イン 川

を 湖 行 した 時 も,や は り,印 象 は 同 じで あ った。 日本 に した と ころで,気 候 温 暖 で,

雨 も ヨ ー ロ ッパ の 倍 以 上 も降 り,し た が って,樹 木 の生 育 環 境 は数 段 す ぐ元τ,決 して

ヨ ー ロ ッパ に劣 らな い緑 ゆ た か な 国 土 で あ る。 それ で い て,一 歩 大 都 市 地 域 に足 を踏

み 入 れ た 途 端 に,緑 は 幻 の 如 くか き消 えて,い わ ゆ る都 市 砂 漠 と化 して し ま うの で あ

る。

この よ うに,日 本 と北 欧 の 都 市 にお け る緑 の 著 しい格 差 は,そ の 他 の生 活環 境施 設

全 般 の 立 遅 れ と同 一 の次 元 で とら え られ,し た が って,'そ れ は住 民不 在 の 都 市 政 策 に

起 因 して い る とい わ れ てい る。 た しか に,そ れ は そ れ に違 い な い。 産 業 基 盤 の 整 備 を

都 市 計 画 の 柱 と した 明治 の東 京 市 区改 正 以 来,そ の 伝統 は連 綿 と して 引 継 が れ て き
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た 。市 民 が め ざ め,ま た 政 策 もそ れ に対 応 す る よ うに な った の は,つ い最 近 の こ とで

あ る。 そ れ で は,住 民 本 位 の 都 市 計 画 の 欠如 だ け で も っ て,緑 の格 差 を 説 明 で き るだ

ろ うか 。必 ず し も,そ れ だ け で は な い 。 ど こか に 緑 に 対 す る認 識 のズ レが あ るの で は

な い か,ど うもそ の よ うな気 が して な らな い の で あ る。

な ぜ,そ の よ うに 思 うか と訊 か れ る と,僅 か2週 間 の駈 足 旅 行 では,と て も適確 に

答 え る材料 が な い のだ が,わ れ わ れ に と って は,象 徴 的 な もの と して心 に 残 った 「ニ

レの木 の事 件 」 をあ げ てお こ う。 これ は 数年 前,ス トックホ ル ムで起 こ った 出 来 事 で

あ る。 周囲 に オ ペ ラ劇 場 な ど も あ っ て,市 民 の 手 頃 な広 場 とし て常 に賑 わ っ て い る

3.5haば か りの 王宮 庭 園(Kungstradgarden)が 都 心 の 一 角 にあ る。 市 当 局 は 地 下 鉄

工 事 の た め,そ の公 園 の一 隅 にあ る6本 の ニ レの 木 を 切 倒 そ うと計画 した と こ ろ,市

民 や 学 生 の 座 り込 み な ど に よ る激 しい 抵 抗 運動 に よ って,そ の計 画が 挫 折 した とい う

の が 事 件 の あ ら ま しで あ る。 日光 太 郎 杉 問 題 の ス エ ーデ ン版 とみ られ な くもな い 。 し

か し,対 象 とな った ニ レ の木 は,太 郎 杉 とは比 較 に な らぬ ぐ らい そ の貫 録 が 落 ち る よ

うに思 わ れ た 。6本 の ニ レは 寄 植 えの よ うに な って い て,そ の下 に茶 店 が 開 か れ て い

る ので あ るが,1本1本 はそ れ ほ ど巨 大 な 樹 木 で もな く,ス トックホ ル ム の 公 園 な

ら,ど こに で も見 か け られ る程 度 の もの に 過 ぎ な い 。 お そ ら く 日本で あ った ら,そ れ

ほ ど大 袈 裟 に 騒 が れ る こと も な く切 倒 され て い た か も しれ な い。 と くに市 民 の直 接 的

抵 抗 運 動 に,わ れ わ れ は ハ ッと させ られ た の で あ る。

4

ハ ン ブ ル グ は 第2次 大 戦 後 間 もな く,樹 木 保 存 法(Baumschutzgesetz,1948)

を 制 定 した 。 そ の後,ブ レ ー メン とベ ル リンが 同 じ法 律 をつ くってい る。 日本 で も,

10年 余 り前,諸 外 国 の例 にな ら っ て,や は り樹 木保 存 法 を もつ に 至 った 。 しか し,ハ

ン ブル グ市 の 方 は,そ の 内容 が は るか に厳 しい 。 つ ま り,目 通 り直 径25cm以 上 の 樹

木 はす べ て規 制 の対 象 とな り,許 可 な しで 伐採 す る こ とを 禁 じて い る。 あ る ホ テル で

は,無 断 で 切倒 した た め1万 マル ク もす る樹 木 を代 りに 植 え る羽 目に な った とい わ れ

る。 これ ほ ど規 制 対 象 が 広 範 囲 に 及 ぶ 限 り,余 程 市 民 の 納 得 と支 持が な け れ ぽ 成 立 っ

て い か な い よ うな法 令 で あ る。 しか し,ド イ ツの樹 木保 存 の 実 情 を伝 え た あ る文 献 に

ょ る と,法 の 趣 旨が 市 民 各 層 に 深 く理 解 され,十 分 定 着 して い る との こ とで あ る。

緑 化 は 何 も都 市 だ け の専 売 で は な く,農 村 に もあ る。 か つ て,戦 後 の ドイ ツに お け

る耕 地 整 理 に つ い て述 べ た あ る雑 誌 で,整 理 事 業 の 邪 魔 に な るか らとい っ て,畑 の 隅

に 立 つ リン ゴの 老 木 を伐 採 し よ うと した ら,持 主 の 農 夫 が 頑 強 に拒 ん だ とい うエ ピ ソ

ー ドを読 ん だ こ とが あ る。 今 回,ボ ン政 府 当局 か ら,次 の よ うな話 を き きな が ら,そ

の エ ピ ソ ー ドを 思 い 出 し てい た 。 現 在,農 村 単 位 で緑 化 コ ン ク ールが お こな わ れ,審

査 に よ って,す ぐれ てい る農 村 を表 彰 して い る との こ とで あ る。そ の テ ーマ は"Unser
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DorfSollSch6nerwerden"(わ が 村 を 美 し くし よ う)。 これ に 対 し て,政 府 は と く

に補 助 金 を 支 出 しそ い な い とい う。 詳 しい 実 態 を きい た わけ で は ない か ら,自 信 は な

い け れ ど も,か つ て20世 紀初 頭 に 唱 導 され たHeimatschutz(郷 土愛 護)の 思 想 が バ

ック ボ ー ン と し て,今 な お脈 打 っ てい るの で あ ろ うか。

このように,き わめて断片的な見解にすぎないけれども,緑 に対する市民的認識の

深 さ それがどこから来 るかは別として一 を測ることができるように思われる。

そして,そ の深 さが,都 市のゆたかな緑を市民的権利としてかちとり,そ れを支えて

きた原動力ともなっているのではないかとの感を強 くした。 「貧 しいものにもこうい

える。おれは500ヘ クタールの森林を持っている6そ れはブーロニュの森だ」(1904)

と,作 家ルナールのペンに託 していわせたものは,血 なまぐさい革命の洗礼を受けて

きたパ リの民衆ではなかろうか。そこには自信に充ちた権利意識が躍動している。

`e

〆

ルナールが生きていた70年 前のブ一口ニュの森は,今 日想像 もつかないほど物静か

な森林であったのに違いない。しかし,今 や何本かの幹線道路が森を貫いて走 り,車

の流れは絶えることがない。人間のみならず,樹 木にとって,都 市の環境は住みにく

くなってきてお り,ヨ ーロッパもその点例外ではない。まだ8月 というのに,も う秋

が しのび寄 っている樹木が街角のぞちこちにみられた。葉がすっかり赤茶けて,中 に

は落葉 してしまっている。このように緑の衰退に危機感をもったハンブルグは,1972

年に 「みどりのハンブルグ(GrUnesHamburg)」 運動を3月 から12月 まで大々的に

繰 り広げた。緑化植樹の推進によって実際的な効果をあげることも,さ らに,パ ンフ

レッ トの配布,講 演会などの啓蒙活動の展開によって,緑 一 とくに樹木一 に対す

る意識の形成に大きな成果をおさめたとい う。市長自らが先頭に立った この運動には

一般市民から大企業に至 るまで幅広い参加が期待できたと市当局は自負しているが,

これは 日頃自治体当局自身が率先 して緑の保全 と造成に挺身してきた実績がものをい

ったものと解釈できよう。

・鴨

島

2都 市の緑のあ り方

前 節 で 指 摘 した よ うに,ヨ ー ロ ッパ の 都 市 は ど こへ 行 って も緑 にめ ぐ まれ て い る。

そ れ で は,そ の よ うな緑 一 公 園 緑 地一 が都 市地 域 の 中へ ど の よ うな形 で 組 み 込 ま

れ てい るの で あ ろ うか。 今 回 の視 察 を ふ り返 って,そ の特 色 を ま とめ てみ た い と 思

う。'
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い ま,そ の特 色 の一 つ を あ げ て み よ とい わ れ た ら,真 先 に グ リー ンベ ル ト的 発 想 と

答 え る こと に誰 も鋳 躇 しな いで あ ろ う。 そ の グ リー ンベ ル ト(緑 地 帯)に も,マ ク ロ

的 に み る と,都 市 を外 側 か ら包 む よ うな 形 を もつ 真 正 の グ リー ンベ ル ト(GrUnzug)

もあ るだ ろ うし,ミ ク ロ的 に み る と,河 川 に 沿 った幅 の狭 い プ ロム ナ ー ド で あ っ た

り,シ ャン ゼ リゼ ー通 りの よ うに多 列植 の並 木道 で あ った りす るよ うに,水 とか 道 路

とい った 線 型 要素 に 附 随 した細 長 い グ リー ンベ ル ト(Grttnverbindung)の 場 合 も

あ ろ う。 この よ うに,そ の 規 模 に お い て,そ の 機 能 にお い て,多 少 の ち が い は あ る に

して も,緑 の連 続 性 とい う点 で 一致 し てい る。 も う一 つの 特 色 と して,大 規 模 緑 化 に

よ る都 市 林 の 形成 を あ げ る こ とが で き よ う。 これ につ いて は次 姉 で 述 べ る こ と に す

る。

(1)水 系 の 緑 地帯 化

ち ょっ と した大 き な 公 園 な ら,森 と芝 生 と水 とか ら大 部 分が 成 り立 っ て い て,お よ

そ 水 池 や カナ ー ル な ど ・の な い 公 園 は 考 え られ ない 。晴 れた 夏 の 日は,水 の あ

る と こ ろ,必 ず人 々は群 れ を な して 集 って い る。 この 点は 日本 の風 景 と変 ら な い 。 し

か し,水 の 中 に 入 る よ り も,水 着 姿 で終 日の ん び り と 日光 浴 を楽 し んで い る と こ ろが

ちが って い る。 日照 時 間 の 少 な い陰 欝 で 長 い冬 を過 ご さなけ れ ぽ な らな い ヨ ー ロ ッパ

人 の 日常 生 活 に と って,日 光 浴 は必 要 欠 くべ か らざ る慣 習 な の で あ る。 ク ラ イ ンガ ル

テ ン(Kleingarten,分 区 園)運 動 の契 機 とな って い るの も,日 光 浴 な ので あ る。 す

な わ ち,そ れ は,ク ル 病 予 防 の た め,日 当 りの 悪 い密 集 住 宅地 か ら子 供 連 を戸 外 の 田

園 へ 連 れ 出 し,明 る い太 陽 の下 で 土 い じ りを させ よ う とした ラ イプ チ ッ ヒの 医者Schr

eberの 着 想 が実 った もので あ る。 日光 浴 場(Sonnen・badanlage)と 称 して,こ と さ

ら にそ の よ うな 施 設 を 公 園 の一 角 に 設 け て い る例 が 多 い の も理 解 で き る。

そ れ 故,緑 地 水 辺一 日光 浴 とい う図 式 は,戸 外 レク リエ ー シ ョン計 画 で は 無

視 す る ことの で きな い 視 点 で あ り,湖 沼 や 河 川 の 水 辺 に公 共 的 な緑 地 帯 を設 定 す る こ

と に よ っ て,一 般 市 民 の ア クセ ス を保 証 す る こ とは,緑 地 計 画 の最 大 の眼 目 とな って

い る。

・・ン ブル グで は,第1次 大 戦 後 い ち早 く,市 内 を流 れ るエ ル ベ川 北 岸 に延 長8km

に わ た る遊 歩道(Elbeuferwanderweg)の 設 定 に成 功 した。 か つ ては 船 主 や 商 人 が

の 邸 宅 が 並 んで い た と ころ で あ り,今 日ハ ンブ ル グ で も っと も美 しい道 で あ る と折 紙

つ け られ て い る。 この緑 地 帯 に 沿 って,こ れ また 美 しい二 つ の 大 公 園 ヒル シ ュパ

ー ク(Hirschpark ,28ha)と イエ ニ ッシ ュパ ー ク(Jenischpark,42ha)一 の あ

る こと も忘 れ て は な らな い 。

また 市 を 南 下 して都 心 の ア ル ス タ ー湖 に 注 ぐ アル ス ター川 も,近 年 緑 地 帯 と して 整

備 され た 。一 方,ア ル ス ター外 湖(165ha)の 周 囲7.5kmは 完 全 に緑 化 され,夏 の水
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上 は 白 い ヨ ッ トの 胡 蝶 で 彩 られ る。 と りわ け 西 岸 の 公 園 地(Alstervorland14 .5ha)

は ・一 昔 前 まで 富 豪 らが サ マ ーハ ウス を構 え て い た と ころで あ るが,1953年,国 際 園

芸 農 の 開催 を機 に,老 木 の多 い 木 立 と と もに 買収 した も の で あ る。 うす ぐ ら い繁 み の'

下 を,親 子 連 れ の ノ ウサ ギが 跳 ね て い くの を,夕 方 散 歩 の折 にみ か け た も の も,こ の

都 心部 の 公 園 で あ つ た。..'

都 市 の水 辺 で,も っ と も美 しい 印象 を受 け た の は,周 遊 船 か ら眺 め た夕 暮 れ の メ ラ

ー レン 湖(Malaren)一 ス トックホ ル ム市 一 で あ る
。 この 湖 岸線 は,水 辺 の と こ

ろ ど ころ に,僅 か ば か りの 平 た い 土地 を残 す ほ か は,す べ て水 面 に か な りの急 勾 配 で

迫 る岩 盤 と,そ れ に 支 え られ た マ ツ と落葉 樹 の植 生 とか ら成 りた つ 自然 の緑 で あ る。

これ らの水 辺 の 殆 ん どが,そ の ま ま天 然 の 公 園 と し て解 放 され,手 頃 な キ ャン プや ピ

ク ニ ックに 利 用 され て い るだ け で な く,勤 め を 終 え て,湖 水 の 静 か な 夕 映 え を心 ゆ く

ま で 楽 しむ 姿 も,か な り見 か け られ た 。 た くさん の ボ ー トや ヨ ッ トが 繋 留 され て い る

と ころ か ら察 す る と,休 日の 湖 上 は 大 変 は な や か な 賑 い を 呈 す るの に ち が い な い。 こ

の 自然 の グ リー ン ベ ル トの背 後 に は,高 層 アパ ー ト群 が 養 え 立 ち,低 層独 立住 宅 が 殆

ん ど見 当 ら な い の も特 徴 的 で あ った 。 市 域 の1/3が 市 有 地 で あ る とい われ るス トッ ク

ホ ル ムに し て,は じめ て,こ の よ うな 空 間 計 画 が 成 り立 つ の か も しれ な い。

同 じ よ うに,船 で ライ ン川 を遡 行 した 時 も,沿 岸 の都 市化 に対 応 しだ水 辺 の レ ク・リ

エ ー シ ョン的 利 用 が 図 られ て いる の が 手 に と る よ うに 視 察 で きた
。 あ る と ころ は,自

然 的 レ ク リエ ー シ ョン緑 地 と して 整 備 され,緑 の 木 立 を 背 景 に色 と りど りの テ ン トが

張 られ て い た り,キ ャラ バ ンが た む ろ す るキ 、ヤラ バ ン ・パ ー クら しい も の も,.数 ケ所

あ った。 市 街 地 に入 る と一 乗 船 した コブ レン ツ も,下 船 した ボ ッパ ー ドもそ うだ が

一一 必 ず 緑 した た る樹 木 の列 植 や
,美 しい花 壇 な ど で 装 飾 され た プ ロ ムナ ー ド型 の グ

リー ンベ ル トが 設 置 され て いた 。

今 回 視 察 した オ ラン ダ の ゾ イデ ル海 干 拓 地 の 中 の フ レ ボ ラ ソ ド(Flevoland,97,

000ha－ 大 阪 府 の約1/2の 広 さ)の マ ス タ ープ ラ ンに よ る と,そ の うち 東 地 区 の11%,

南 地 区 の25%,合 わ せ て16,000haが レ ク リエ ー シb'ン 用 地(森 林 お よび 自然保 存 地)

と して 確保 され る こ とに な って い るが,.そ の多 ぐは水 辺 に沿 っ・て ベ ノレ ト状 に と られ て

お り,お そ ら く干 拓 地 の 水 際 線総 延 長 の%以 上 を 占 め る こ とに な ろ う。

'「

'

、

,

1
亀

(2)市 街 地 を つ つ む グ リー ン ベ ル ト

水 系 とい う 自然 的 条 件 が もつ レ ク リエ ー シ ョン的 価 値 を拙 き 出す た め に,そ れ に 沿

った地 域 を 帯状 に 緑 地 と して保 全 す る の に対 し,市 街 地 をふ くむ 都 市 地 域 を,あ る一

定 の 幅 を もつ 緑 地 帯 に よ って 囲 まれ た都 市 も,ヨ ー ロ ッパ に はか な り多 い。 これ は 一
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般 に,そ の都 市 の歴 史 的 条 件 とか か わ って い る。 無 用 と化 した城 壁 を都 市 化 に と もな

っ て,漸 次 撤 去 して い った が,そ の帯 状 の跡 地 に生 まれ た のが,公 園 で あ り,あ るい

は プ ロム ナ ー ドで あ った。 そ の典 型 は,ウ イ ー ンや フ ラ ン ク フル トに み られ,今 日で

も 当時 の都 市 の輪 廓 を そ れ か ら読 み とる こ とが で きる。

今 度 訪 れ た ヨー チ ボ リ,コ ペ ン ハ ー ゲ ン,ハ ンブ ルグ,ケ ル ンに も,城 塁 や城 濠 な

ど の跡 を転 用 し た緑 地 帯(公 園)が あ って 、 都 心 部 の 重 要 な レ ク リエ ー シ ョン 空 間 と

し ての 機 能 を果 た し て い る の が注 目され た 。

例 えば,ハ ン ブ ル グ に お い て,大 小 二 つ の区 域 に 分 か れ る城 ‡1[公園(Wallanlage)

は,19世 紀 の初 め に稜 墾 を取 払 って緑 地 と した もの で あ り,そ の 堀 は 戦後 生 じた大 量

の瓦 礫 を処 分 す る た め埋 立 て られ た。 植 物 園(9 .6ha)も,城 濠 の一 部 を 利用 して,

1821年 開 園 した も の で あ って,今 もな お水 をた た え て,昔 の 面 影 を残 して い る。 一 行

も見 学 した が,50ケ 国 の参 加 を得 て 開か れ た国 際 園芸 展(IGA)は,上 記3公 園 とそ

れ に地 続 き の プ ラン テ ン ・ウ ン ・ブ ロー メン公 園(PlantenunBlomen)を 加 え,

合 計56haの 敷 地 一 にお い て 開催 され てい た 。

17世 紀 に 築 造 され た ヨー チ ボ リの城 壁 と堀 も,19世 紀 に な って取 り こわ され たが,

堀 は ジグ ザ グ 状 に原 形 を とど め,そ の外 側 に は 幅 広 い(最 大200m)2大 公 園 の グ リ

ー ンベ ル トに よ って 囲 まれ て い る
。 この 堀 を め ぐ る遊 覧船 が あ って,こ の緑 地 帯 は,

附 近 の 古 い 建 築 と と も に,重 要 な観 光 資 源 と もな って い る。

ケル ン に つ い て は,こ こで 触 れ る必要 もな い ほ ど余 りに も有 名 で あ る。 す なわ ち,

内外 二 つ の半 環 状 緑 地 帯(内:120ha,都 心 か ら2km,外:800ha,5km)は,1920

年 代,時 の 市 長 アデ ナ ウ ァ ー(戦 後 の西 独 首 相)の 手 に よ ってつ く られ た も ので あ る。

内 側 の ベ ル トが 旧 城 壁 の 跡 で あ る。

ケル ン の外 環 状 緑 地 帯 の如 く,歴 史 的遺 産 に依 存 せず,明 瞭 な輪 郭 を もつ グ リー ン

ベ ル トを設 置 した 例 は きわ め て珍 し い。

放 射 状 の方 向 を と るの が都 市 の 自然 的発 展 形 態 で あ る とこ ろか らみ て,ク サ ビ形 の

グ リー ンベ ル トが よ り 自然 的 な 形 で あ り,特 別 の場 合 ニ ュー タ ウ ン計 画 や,特 別

の地形的条件をもつ場合一 を除 き,公 共的緑地でもって,市 街地に接する外周を取

囲 む こ とは 決 して 容 易 で な い と思 われ るか らで あ る。

これ に対 して,も っ と広 い広 域 緑 地 体 系 の 一 環 と して の 緑 地 帯 構 想 は農 業地 帯 や 自

然 公 園 を も包 含 して,多 くの都 市 で 積 極 的 に 推 進 され て い る。 ケル ンが,都 心 か ら12

～15km附 近 の と こ ろ に ,幅2～5km,延 長40kmに 達 す る といわ れ る一 大 近 郊 レ ク

リエ ー シ ョン林 を,褐 炭 鉱跡 地 の 転 換 に よ って,つ くろ う と して い るの も,そ れ に相

当 し よ う。 ハ ン ブ ル グ も,都 心 か ら10km圏 の と こ ろ に大 規 模 レ ク リエ ー シ ョン緑

地 を数 多 く設 定 し て,都 市 地 域 を 包 囲 し よ う と考 え て い る。

17



一 方 ,ニ ュー タ ウ ンの 例 とし て,ヨ ー チ ボ リの郊 外 に 計 画 され て い るAngeredの

場 合 を あ げ る こ とが で き る。200haも あ る地 域 セ ン タ ーを 中心 に,そ の まわ りに ク ラ

ス タ ー され る五 つ の近 隣…住 区(人 口各1～1.5万)は,そ れ ぞ れ 幅500m内 外 の グ リー

ンベ ル トで 分離 され,そ の 中 を 幹 線 道 路 を通 す こ とに な って い る。 また,Hisingen

地 域 の マ ろ ター プ ランで は,海 岸 線 と中央 丘 陵 地帯 の 自然 的 レ ク リ二 一 シ 。ン緑 地 帯

(い ず れ も長 さ10数km)に よっ て,開 発 区域 をサ ン ドイ ッチ状 に挾 も う と し て い

る。

'叫

i

以上の如 く,緑 地帯的発想は多 くの都市における公園緑地体系の重要な柱となって

いるのであるが,都 市の自然的,歴 史的,社 会的条件に対して,様 々の発現形態をと

っていることが判る。 しかし,そ の目的とする機能は,あ くまで市民の日常的あるい

は非 日常的レクリエーシ ョンを主体としている点では共通している。

3都 市 の 緑 化

都市林に正確な定義はないが,こ こでは広 く解釈して,都 市住民のレクリエーショ

ンのために,主 に都市周辺に設置され,森 林を構成主体 とする大規模な公共緑地とし

て話をすすめていきたい。そ うすると,都 市林には,そ の成立事情からみて,い くつ

かのタイプに分けて考えることができる。

一 つ は も っ と も古 い タ イプで
,も と も と王 侯 領 主 の 所 有 地 で あ った も のが,市 有 林

とな り,当 初 は 経 済 林 一 放 牧 用,薪 炭 用,木 材 用 な ど と して,都 市 の 財 政 を う

るお して きた が,市 民 の レ ク リエ ー シ ョン の要 求 に 応 え て,次 第 に レ ク リエ ー シ ョン

林 と して の機 能 を併 せ 持 つ に 至 った も ので,フ ラン ク フル ト都 市 林(4,200ha)や ハ ノ

ーバ ーの アイ レ ン リー デ都 市 林(Eilenriede ,650ha)が この タ イプ に 属 す る。 後 者

は600年 の歴 史 を もつ と いわ れ る。

上 記 の タ イプ と同 じ よ うに,や は り領 主 や富 豪 の別 荘 地 や 狩 場 と して利 用 され て き

た が,そ の後,経 済 林 時代 を 素 通 りし て,そ の ま まレ ク リエ ー シ ョン林 と して,一 般

に解 放 され た 都 市 林 が あ る。 ケ ル ン の リンデ ン ター ル(Lindental)都 市 林 が それ で

あ る。 パ リの ブ ー ロニ ユ の森 や バ ン セ ン ヌの森 も,お そ ら くこれ に 入 るか も しれ な

い 。

$

一方 ,既 存の森林を遺産 として継承 した前述の都市林とはちがって,計 画的に当初、
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か ら レ ク リエ ーシ ョン林 とす る た め に,立 木 ゼ ロの状 況 か ら出発 して,植 林 事 業 を 積

極 的 に 推進 して,今 日み る よ うな 立派 な森 林 を築 きあげ た タ イプ が あ る。 アム ス テ ル

ダ ムの 森(900ha)が そ の典 型 で あ り,こ の実 績 を ふ まえ て,現 在 干 拓 地 に お い て レ

ク リエ ー シ ョン のた め の大 森 林 の 造 成 に 着 手 しつ つ あ る。

放 置 す れ ば 荒 廃 化 す る運命 に あ る土 地 を,レ ク リエ ー シ ョン林 と して緑 化 更 生 さ せ

る 例 や,都 市 の様 々 の廃 棄 物 を 堆 積緑 化 して,レ ク リエ ー シ ョン緑 地 と し て活 用 す る

例 も,こ の タ イプ と見 倣 せ る。 前 者 に は これ か ら詳 し く述 べ よ うとす る ケル ン郊 外 の

褐 炭 採 掘 地 域 の レ ク リエ ーシ ョン林 が あ り,後 者 に は コペ ンハ ーゲ ン 郊外 に 目下 造 成

中 の ヘ ス テ の丘 のNewForestが あ る。 最近,こ の 種 の 緑 化 事業 が ヨー ロ ッパで も,

か な り活 溌 化 しい て るの が注 目され る。

そ の 詳 しい統 計 は 知 らな い が,例 え ばSVR(ル ー ル炭 鉱 地 域都 市 連 盟)の レポ ー

トに よ る と,1951-1968年 まで の緑 化 面 積1,500haの うち,い わ ゆ る ボ タ山 緑 化 が

450ha,廃 棄 物 処 理 地160ha,荒 廃 地(石 切場,採 掘跡 地,陥 没 地 な ど)650haと な っ

て い る。

これ らの 大 規 模 緑 化 に 際 して は,わ れわ れ の見 学 した ケル ンの褐 炭 鉱 跡 地 に し て

も,オ ラ ンダ の 干 拓 地 に して も,そ れ ぞ れ多 少 の ち が い は あ るけれ ど も,苗 木 の 密 植

混 植 方 式 を採 用 して い る点で 共 通 して い る。 そ の ほ か,ヘ ス テ の丘(コ ペ ン ハ ー ゲ ン)

あ るい は ブ ー ロニ ユ の森 の一 角で も,同 様 の手 法 が とられ て いた 。 と くに,樹 木 の 生

育 の基 盤 に な る土 壌 の性 質 や,排 水 な ど の改 良 に 最 善 の措 置 を講 じる こ とが,も は や

常 識 とな って い る。 しか るに,わ が 国 だ け が この よ うに 地 味 で 目立 た な い こ とに余 り

金 をか け た が ら な い のは 一 体 ど こに 原 因 が あ るの だ ろ うか?余 りに も気 候 風 土 に恵

まれ す ぎ て,木 は 自然 に 育 つ もの で あ る とい う観 念 に と らわ れ て しま っ て い るか らだ

ろ うか 。

以上は比較的規模の大 きい場合の緑化についてまとめてみた。したがって,街 路樹

とか,公 園でも利用頻度も高く修景上重要な区域における植栽一 とくに補植一 は

また別である。 これはわが国と同様成木を用 いてお り,こ れ以上述べる必要はないと

思 う。

近年の大都市における環境悪化によって,抵 抗性の弱い街路樹(ト チ ノキなど)に

よっては,秋 にはまだ程遠いのに,す でに葉が赤茶けた り,落 葉した りする現象がみ

られることは,第1節 でも指摘 した。その多 ぐは,根 元ぎりぎりまで舗装化 され;最

悪の生育環境条件のもとに置かれているケースが多いように見受けられる。都市によ

っては,灌 水用パイプを根元にさし込んで,何 とか早期落葉を くい止めるように努力

している。 また,根 の張っている範囲内に,穴 をあけて,土 中へ施肥した り,あ るい

は酸素の供給をはかった りしている場合もある。

19



西 ド イ ツ 主 要 都 市
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4733
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35

14

5013i4L3
i

560.4.6
:

3366

281

1

!

32.313200|

2.74501

39.0
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6水 面

7そ の 他

355

395

2.6

2.9
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1119

1

8
中 ・「 脚

1613i`・Oi216

1

;:lll:
|

0.9

0.2

合 計 13452 100.013467 100.0
…

12140:!00.0

…

10415 、。、.。18214

|
100.0

　

註)

1人 目:主 と し て1966年 また は1967年 の人 口

2公 園緑地の欄について

Berlin:分 区 園,墓 地 を 含 む

MUnchen:同 上

Essen:分 区 園(1405ha),墓 地(279ha)を ふ くむ

Frankfurt:公 園656ha,運 動 遊 戯 場430ha,墓 地204ha,分 区 園511ha
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の 土 地 利 用

DUsseldorf Fraknfurt Dortmund
ノ SStuttgart

「DeutscherStadteban1968」

1 Bremen

7

4

ρ0

3

5

4

6

ワ
ピ

ワ
輌

0

6

つ
∨

1

9

6

1

面 積

(ha)

% 面 積
(ha)

% 面 積

(ha)

% 面 積

(ha)

% 面 積
(ha)

%

572236.1
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400925.3

10606.7

11337.2
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253313.0
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、
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Karsruhe Kasse1 Bonn
lG

6ttingen
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20
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45
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15

面 積

(ha)

1
% 面 積
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% 面 積

(ha)

% 面 積

(ha)

%面 積
(ha)

%

3134

1366

903

3002

3208

522

147

25.5

!1.1

7.5

24.4

26.2

4.2

1.1

2629

1030

742

3161

2203

191

591

24.8

10.0

7.0

30.2

21.0

1.8

5.2

1227

447

726

336

191

203

39.2

14.3

23.2

10.7

6.1

6.5

・

F

1631

87

391

3014

2084

37

127

22.5

1.

5.2

40.9

28.2

0.5

1.7

1

2

3

4

5

6

7

12283
1

100.010550

1
100.0

印

3130 100.0 7371 100.0

　 　 　 　 　 　 　

Bochun=公 園166ha,運 動 遊 戯 場140ha,墓 地194ha

GelsenKircheu:公 園501ha,分 区 園142ha

Kiel:公 園285ha,運 動 遊 戯 場105ha,分 区園630ha

Karlsruhe:公 園346ha,・ 分 区 園557ha

Bonn:分 区 園 は 農 耕 地 に ふ くむ
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1コ ペ ン ハ ー ゲ ン(デ ンマ ーク)

賑 や か な花 の パ リか ら,最 初 の訪 問 国 の首 都 コペ ン ハ ーゲ ン に 入 る。 閑 か な 古 い

都,そ れ が第 一 印象 で あ った 。

デ ン マ ー クの 総 人 口の1/4(134万 人)が 集 中 す る首 都 とは思 わ れ ぬ ぐ ら いで あ る
。

首 都 の 発 展 計 画(1948年)に よる

と,5本 の指 を広 げ た放 射 状 方 向に

開 発 を 誘 導 し,指 と指 の 間 に,く さ 図1NORTHZEALAND( 一部)

び 形 の 緑 地 帯 を 残 す こ とに な って い

る と きい て いた が,わ れ わ れ 一 行 を

乗 せ た バ スは,そ の くさび 形 緑 地 帯

の一 つ に 相 当 す る海 岸 線 を 北 上 し,

目指 す鹿 公 園 へ 向 って走 って ゆ く。

海 は あ くまで も碧 く,白 い ヨ ッ トが

い くつ もい くつ も点 々 と白 鳥 の よ う

に浮 ん で い た。 した た る よ うな緑 の

木 立 を通 して浜 辺 に 日光 浴 を た の し

む 人 達 の群 れ が 眺 め られ た。 道 路 は

車 道 と 自転 車道 と歩 道 と分 離 され て

い るか ら,サ イ ク リン グ を楽 しむ 人

も,散 策 す る人 も,す べ てが の ん び

りと見 え て,う らや ま し い限 りで あ

る。

や が て,海 側 か ら の公 園 入 口 に到

着 す る。 日本 で も,あ ち こち の観 光

地 で 見 られ る よ うに,馬 車 が 園 内 を

走 って いて,お 客 さん を 公 園 の 中 心

部 へ 運 んで い る。 残 念 な が ら,駐 車

場 が な いの で,ち ょっ とだ け バ スか

ら下 りて入 口附 近 か ら,う っそ うた

る森 林 に 向 け て,2～3枚,カ メラ

の シ ャ ッタ ーを 切 った だ け で 、別 な
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入 口に まわ る こ とに な った。 そ こは また最 初 の入 口 とは ま るで ち が って,草 原 が ゆ る

や か に起 伏 しなが ら続 い て お り,そ の 中 に 点 々 と大 小 の樹 林 のか た ま りが存 在 す る。

イギ リス風 景 式 庭 園 そ の ま ま とい った感 じで あ る。 ここは,か つ て,王 室 の所 有地 で

あ った が近 年,一 般 に開 放 され る よ うに な った の だ とい う。

一 直 線 の舗 装 した 道 路 が 走
っ て お り,そ の は るか 彼 方 に,お 城 ら しき建 物 が 小 さ く

見 え て いた 。 人 影 の まば ら なそ の道 路 を,と にか く,ぞ ろ ぞ ろ と歩 い て い く こ とに し

た 。『や が て草 原 の 一 角 に た くさん の鹿 の群 れ を 見 る こ とが で きた 。 しか し,歩 くに は

余 りに も ス ケ ニル が 大 きす ぎ て変 化 に とぼ しい よ うに 思 わ れ た し,長 時 間 の空 の旅 の

疲 れ も手 伝 って,そ こか ら引 返 す こと に した 。 ゴル フ場 もあ った が,殆 ん ど利 用 者 が

コペ ンハーゲ ン市(DRESTEDSPARK)見 られ な い
。 不 審 に 思 っ て い る と,

通 訳 の女 性 は,『 こん な よい お 天 気

に,ゴ ル フな ど して い る も ん で す

か 。 皆 な海 で 日光 浴 で す よ。』 と 説

明 して くれ た。

こ こは,コ ペ ンハ ーゲ ンの 近 郊 都

市 林 とい えそ うで あ る。 都 市 公 園 の

よ うな集 約 的 な管 理 は さ れ て い な

い。 しか し,自 然 公 園 と もち が う。

草 原 は,採 草 地 と同 じ よ うに,荒 っ

ぽ い が とにか く刈 りと られ て い る。

そ の 点,都 市 公 園 と 自然 公 園 の中 間

頃 に 当 た る セ ミワ イル ド(Semi・wi

-=ベ ン八一デンの鹿 公園Id)な 公 園 ,そ れ が都 市林 な の だ 。

わ が 国 の大 都 市近 郊 に 欠 け て い るの

が,こ の種 の もの で は な か ろ うか と

思 う。

そ れ に し て も樹 々が うっそ うと茂

って い る都 市 公 園 は,有 名 な チ ボ リ

公 園 だけ で は な く,市 内 の い た る処

で 見 られ た 。

翌 日は,次 の 訪 問地 ス トッ クホ ル

ムへ 飛 び 立 つ まで の僅 か の時 間 を利

用 し て,や は り市 の郊 外 に あ って,

現 在 造 成 中 のNewForestヘ ス テ

の 丘(コ ペ ンハ ーゲ ン西 方 約15kmの
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の 間 に あ る)を 訪 ね る。 こ こは,敷

地 の 一 部 に 水 分 を ふ く まな い塵 芥 や

瓦 礫 を 堆 積 し て,人 工 の丘 を築 い て

緑 化 を す す め て い る と ころ で あ る。

最 高53mま で 積 み 上 げ る のだ と い

う。 一 気 に丘 の上 まで 車 で の ぼ る。

まわ りは 旦 々 た る田 園地 帯 が ど こ ま

で も続 い て い る。 や が て,コ ペ ンハ

ー ゲ ンで は ,も っ と も見 晴 ら しの 良

い レ ク リエ ー ン ヨンの 場 とな るで あ

ろ うと思 わ れ た 。 この 丘 の裾 野 一 帯

は,す で に緑 化 が 実 施 され て い る。

ブ ナ,シ ラ カン バ,ク リ,カ シ ワ,カ

ラマ ツ,ハ ン ノキ な ど の小 さい苗 木

を 採 用 し て い る。 殆 ん ど苗 畑 と変 ら

な い よ うな 植 栽 方 法 を と って い る。

ち が って い る の は混 値 して い る点だ

け だ。 将 来 は 間 引 かれ て,す ば ら し

い森 が 出 来 る の に ち が い な い。 ヨー

ヘ ステの人工丘

ヘステの人工丘 周辺の緑 化

ロ ッパは,ど こ の都 市 も緑 に恵 まれ てい るか ら,焦 眉 の急 を 要 す る 日本 とち が って,

緑 化 に は そ うあ くせ くす る必 要 が な いの か も しれ な い。 しか し,急 が ば 廻 れ で,案 外

この よ うな方 式 の方 が 緑 化 の近 道 で,経 済 的 に も得 策 と思 われ る。

叫

禽

勺'

2ス ト ッ ク ホ ル ム(ス エーデ ン)

¶

(1)市 の 概 況

ス トッ クホ ル ムは ス エ ーデ ン 王 国 の首 都 で あ り,メ ラ ー レ ン湖 が バ ル ト海 に注 ぐ所

に あ り"北 欧 の ベ ニス"ま た は水 に浮 ぶ 都 な ど とい わ れ て い る よ うに,大 陸 か ら指 状

に 出 た部 分 と,一 群 の 島 の上 に 位 置 して い る。

13世 紀 に 建 設 され た 商 港 を 中 心 に 発 展 し16,7世 紀 に は 国 力 の伸 長 と と もに そ の 商

圏 もバ ル ト海 を圧 し18世 紀 に ス エ ー デ ン の首 都 とな った。
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湖 と入 江 の 間 に あ る 小 島(Stadsholmen)が 市 の発 祥 の地 で あ り,い わ ゆ るOld

Townに あ た り,不 規 則 で 狭 い 街 路 網 と中 世 の建 築 群 に よ って特 徴 づ け られ る
。 そ

の周 辺 に 発達 した 市 街 地 の大 部 分 は,石 の町(CityofStone)と いわ れ,碁 盤 目状

の道 路 網 か ら成 り,4～6階 建 の 建 物 が 多 い。

これ ら の市 街 地 の 中心 は,13世 紀 以 来 の リーダ ーホ ル ム教 会や 王 宮,国 会 議 事 堂 が

あ り,さ らに ス トックホ ル ム の代 表 的 建 築 物 スエ ーデ ン ル ネ ッサ ン ス の 市庁 舎 等 の歴

史 的 建 築 物 が 多 く立 ち並 び,そ れ ら の間 を縫 って 高速 自動 車 道 路 が 市 の 中 心 部 に 結 ば

れ て い る。 またE3,E4の 高 速 自動 車 道 路 は ス トッ クホ ル ム市 の バ イパ ス と して サ

ブ タ ウン の連 絡道 路 と され て い る。 市 の中 心 部 は 高架 高速 道 路 と し,歴 史 の保 存 に 留

意 され て い る。 しか し旧 市 街 外 の歴 史 的 価 値 の な い老 朽家 屋 は 取 り殿 し,近 代 的 な 高

層 集 合住 宅 が建 設 され て お り,市 の象 徴 とな る メラー レン湖 に対 して あ らゆ る美 的 な

配 慮 が な され て い る。

一 方
,ス トッ クホ ル ム市 は 市 街 地 の周 辺 部(田 園郊 外)に 向 って,急 速 に 膨脹 を つ

づ け て お り,郊 外 鉄 道(地 下 鉄 網)の 整 備 と相 侯 って,数 多 くの新 し い住 宅 団 地 が 形

成 され つ つ あ る。

現 在,ス トッ クホ ル ム市 は,人 口65万 人 を 擁 して い るが,メ トロポ リス と して の 大

ス トックホ ル ム圏 の 人 口は,125万 人(1930年 当 時 で60万 人)に 達 して お り,さ らに

発 展 させ よ うとす るな らば,い まは平 和 な農 村 地 域 に まで手 を 広 げ な け れ ば な ら な い

時 期 に 立 ち至 って い る とい わ れ る。 そ の構 想 の 骨 子 を示 した の が 図2で あ る。 ス トッ

クホ ル ム市 か ら西 方 に拡 が る メ ラ ー レン湖 を ふ くめ て 約150km,南 北 約100kmの 圏 域

e

図2大 ス トックホル ム周辺構想図

①大公園(こ の中に住宅 を)② 農業地 帯 ③大森林 養ニュータウ ン
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を 対 象 と し,ほ ぼ琵 琶 湖 に匹 敵 す るほ ど の 湖水 と,大 小 の島 々を,す べ て 自然 公 園 と

して 確 保 し,そ の周 辺 の 森 林 地 帯 と農 業 地 帯 に よ っ て囲 まれ た 中 に,ニ ュ ー タ ウ ンを

立 地 させ,高 速鉄 道(地 下 鉄)に よ っ て ス トッ クホ ル ム市 へ 直 結 させ よ う と す る の

が,そ の基 本 的 考 え 方 で あ る。

(2)公 園 緑 地

ス トッ クホ ル ム市 の公 園,緑 地 の現 状 で あ るが,現 在 市 内 に4,200haの 公 園 を 持

ち ・ 内1800haは 緑 地 帯 で あ る。 同市 は緑 化 の面 か ら も・ レ ク リエ ー シ ョン施 設 の面

か ら もす で に 完 成 され た都 市 で あ る とい う印象 を受 け る。 そ れ は 計 画 の時 点 で 長 い年

月 を か け,住 民 の 人 数 に よ り,公 園 の必 要 数 を決 定 して配 置 し,各 住 区 毎 に,小 公 園

(近 隣 公 園)→ 中 公 園 → 大 公 園(総 合 公 園)と い うよ うに系 統 的 に公 園 を 配 して き た

結 果 で あ る.

現 在,公 園 の 新 設 は郊 外 の ニ ゴー ・タ ウン周 辺 が 主 に な っ て い るの で,市 内で は 主

に既 存 の公 園,緑 地 の運 営 に対 して 資 金 が 費や され て い る。 市 内 の緑 地 で は 毎年100

万 本 の草 花,4,000本 の樹 木(内2,000本 は 補 植用)が 植 栽 され て い る。 こ の樹 木 は5

haと1haの2ケ 所 の市 営 苗 圃 に お い て,常 時 ス トック され,必 要 に 応 じて 供給 され

て い る。 な お この ス トック用 苗 木 は ドイ ツお よび 自国 の 民 間種 苗 業 者 よ り 購 入 さ れ

る。

植 栽 木 は 西 洋 ボ ダ イジ ュ,ニ レ,ヤ ナ ギ,ポ プ ラ,ジ ラ カン パ,ナ ナ カ マ ド,西 洋

ア カマ ツな ど落 葉 広 葉樹 が 主 で,入 り組 ん だ水 辺 と一 体 とな って都 市 に 明 る さを 演 出

して い る。 これ は 周 辺 部 の経 済 林 業 用 の森 林 の ほ とん ど が 針葉 樹 で あ り,重 厚 な感 じ

で あ る の と好 対 照 を な して い る。 植 栽 木 の 規格 は補 植用 お よび街 路 樹 用 が4～5m

で,公 園,緑 地 の耕 植 用 に は1m位 の 樹 木 を植 え,「 小 さ く植 え て,大 き く育 て る」

こ とが 植 栽 の 基 本理 念 に な って い る。 一 方 緑 地 の 管理 に つ い て は,芝 刈,恒 定,灌 水

と もに す べ て機 械 化,自 動 化 が 進 み 労 働 力 の 不 足 を 補 って い る。

ス トックホ ル ム市 の公 園 の建 設 運 営 費用 は 年 間8000万 .クロー ネ(約51億 円)に 達

し,市 の 公 園 局 に は500人 の 職 員 が 計 画,管 理 な ど の 仕 事 に従 事 して い る こ とか らみ

て も,い か に 同 市 が 緑 と市 民 の レ ク リエ ー シ 。ンに 力 を 入 れ て い るか が 理 解 され る。

次 に レ ク リエ ー シ ョン施 設 運 営 の実 態 の一 例 を 記 す と,市 内 に は160ケ 所 の遊 園 地 が

あ り,各 所 に 管 理 人 が お り,そ の 利用 はす べ て無 料 で あ る。1972年 度 に お け る これ ら

.の遊 園 地 で の管 理 費 は1,600万 ク ロー ネ,(約10億 円)に の ぼ った 。 また 各 公 園 に 付 属 す

る野 外 劇 場 で は,夏 の3ケ 月 の 間 に 各種 の催 し物(音 楽 会,ダ ン ス パ ー チ.イな ど)が

行 わ れ,こ れ ら もす べ て無 料 で あ る。1972年 に は480回 の催 し物 が 行 わ れ,延40万 人

の人 々が 参 加 し,そ の 運 営 費 は200万 ク ロー ネ(約1億3千 万 円)に の ぼ った 。

植 樹 な ど現 実 の緑 化 の 仕 事 に つ い て は市 が直 営 で 施 工 す る場 合 と,造 園業 者 が請 負
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メ ラー レ ン湖 う場 合 が あ る。 同 市 の 造 園 業 者 は コ

ンサ ル テ ィン グ業 者 と施 工 業 者 が 全

然別 組織 に な って お り,1社 当 りの

職 員 数5人 ～100人 程 度 の 規 模 の も

の が 数 多 く存 在 し て い る。

さて,水 の都 ス トッ クホル ム に 入

り組 んで い る多 くの水 路 は,一 方 に

お い て交 通.ヒの障 害 と もな って い る

が,他 方 にお い て は,都 市 美 を形 成

して い る重 要 な要 素 で あ る と と も

に,市 民 の レ ク リエ ーシ ョン に 欠 くこ と ので き な い緑 地 要 素で もあ る。 市 の水 辺 公 園

(Strandparks)の 水 際 線 の総 延 長 は,135kmに 達 す る といわ れ,天 与 の条 件 を市 民

全 体 の もの と して い か に 活 か して い るか が 判 ろ う。

そ こで,こ こで は,今 回水 上 か ら視 察 した メ ラー レン湖 岸 の緑地 を 中心 に報 告 す る

と と も に,都 心 部 の 公 園 と して常 に 人 々で賑 わ って い る王 宮 庭 園 に つ い て述 べ る こ と

に す る。

① メ ラー レン 湖

わ れ わ れ は8月13日 の19時 ～21時 に か け て遊 覧 船 に よ り メラ ー レン湖 の 湖面 を周

遊 した 。 この時 期 の 日没 は21時 頃 で あ るが,夕 暮 時 の湖 面 は1哀しさを 通 り過 ぎ て寒

さ さ え感 じさせ た。 この水 辺 が 多 い こ とが ス トッ クホ ル ム市 の一 つ の特 徴 で あ る

が,水 辺 と住 宅 地 の 間 に は必 ず 緑 を 配 し,水 辺 → 緑 → 住 宅 の配 置が 見 事 で あ る。 緑

の 中 に は諸 所 ベ ン チ が あ り',夕 涼 み を す る人 々が 散 見 され,ま た 小 さな サ マ ー ハ ウ

ス も あ り、短 い 夏 を 楽 しむ人 々 の姿 が 見 られ た 。

メラ ー レ ン湖 は塩 水 で あ るが,こ の 周 辺 の緑 は わ が 国 で は一 般 に潮 風 に 弱 い とい

わ れ て い る シ ラ カン バ,ヤ ナ ギ,ニ レ,欧 州 ア カ マ ツな どが 大 木 に な り,豊 か に枝

を 広 げ て生 長 して い る。

② 王 宮 庭 園

王 宮 の所 有 で あ った庭 園が,現 在 市 の中 心 地 の大 通 りに面 し,市 民 の憩 い の場 と

して 利 用 され て い る。 札 幌 の 大 通 り公 園 を 大 規 模 に した よ うな もので,緑 蔭 樹 とし

て マ ロニエ や ニ レの 大 木 が 繁 り,ま た,四 季 そ れ ぞ れ の 草 花 が 植 え られ て い る。 各

所 に 休 息用 と し てベ ン チが 置 か れ,ま た レス トラン,噴 水 な ど もあ り,昼 夜 を 通 し

て 市 民 の 憩 の 場 と し て利 用 され て い る。 わ れ わ れ が こ こを 訪 れ た のは18時 頃 で あ っ

た が,公 園 の真 中 に チ ェスの 遊 び 場 が あ り,二 人 の 競技 者 を 囲 ん で多 勢 の 人 が の ん

び り見 物 し て い た の は 印象 的 で あ った。 先年 地 下 鉄 工 事 の た め,こ の公 園 の ニ レの

大 木 を 伐 らざ るを 得 な い事 態 に 陥 った 時,市 民 が ニ レの 木 の 周 りに坐 り込 ん で そ の
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伐 採 か ら救 った とい う話 には,や は りこの 国 に も開 発 と 自然 保 護 の ジ レ ン マが あ る

の か と考 え させ られ た。

(3)シ ャール ホ ル メ ン(Skarholmen)の ニ ュー タ ウ ン

わ れ わ れ は ・ ス トックホ ル ム郊 外 住 宅 団地 の一 つ,市 の西 南15kmの 地 に 新 し くつ

くられ た シ ャール ポ ル メン ・ニ ュ ー タ ウ ンを 訪 れ た 。

ス トックホ ル ムの郊 外 住 宅 団地 の 開 発 に よ って,急 増 す る流 入 人 口に 対 応 し よ う と

して,そ の マ ス タ ープ ランが つ くら れ た の が,1952年 で あ る。 そ れ に基 い て計 画 され

た の が,有 名 な ヴ ェー リン グ ビ ーや,フ ァル ス タ ーで あ る。 しか し,最 近 の 計 画 は,

い くらか ちが って い る。

つ ま り,1万 入 程 度 の近 隣 ユ ニ ッ トを い くつ か 集 め て ,中 央 の一 大 シ 。ッピ ン グ ・

セ ン タ ー(文 化 施 設 や サ ー ビ ス業 務 施 設 も持 つ)の まわ りに ク ラス ター させ よ う と し

て い る。

これ は イギ リス の ニ ュ ー 図3シ ャール ポル メン周辺図

タ ウン に お い て も,こ こ4ss

N,、s～5年 この か た と られ て い

る計 画 手 法 で あ る。 シ ャー

ル ポ ル メン もそ の 一 つ と考

え られ る。

こ こは,1968年 よ り造 成

を 開 始 し,現 在 も造 成 中 の

集 合 住 宅 で あ る。

完 成 時 の そ の規 模 は約1

万 戸,3万 人 を収 容す る も

の で,シ ョ ッピン グ ・セ ン

タ ー,地 域 暖房 セ ン ター,

学 校,診 療所,若 者 広 場,

病 院,郵 便 局,そ して ヨー

ロ ッパ 最 大 を 誇 る大 駐 車 場

(収 容 台 数4,000台)を 含 ん

で い る。 そ して シ ョッピ ン

グ ・セン ター に地 下 鉄 の駅

が あ る。 一 戸 当 りの平 均 的

な広 さは3人 家 族 用 で3D

K,』80～90㎡ が 標 準 で あ
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.シ ャール ホ ル メ ン団 地 の 棟 間 植 栽

同団地の既存樹木の利用例

る。 ニ ュー タ ウン建 設 に 際 し て は 必

ず シ ョ ッピン グ ・セ ン タ ー を中 心 と

し てつ くられ,そ れ に近 い と ころ に

高 層 住 宅 を,そ して次 第 に 中低 層 と

な り,周 辺部 は1～2階 建 と し,町

全 体 の ま とま りを 盛 り上 げ て い る。

こ こに展 げ られ た 面 計 画 は 国 土 の

広 さ と豊 か さを 語 って い る。 太 陽 を

渇 望 す る彼 らは 各 様 の 配棟 も充 分 に

間 隔 を取 り時 光 角 を保 ち 棟 間 に は 緑

が 配 置 され て い る。 車 道 と人 道 は 完

全 に 分離 され,各 ロ ッ ト間 の小 公 園

緑 地 もオ ー プ ンス ペ ース と し住 居 の

庭 と連 な って い る。 また,か な り急

斜面 の植 生 をそ の ま ま残 して,中 層

アパ ー トが 立 ち並 ん で い るの で あ る

が,そ の よ うな と ころ で は,乳 母 車

を 押 して シ ョ ッピ ン グ ・セ ン タ ーへ

通 う主 婦 な ど のた め に,地 下 エ レベ

ー ター を設 置 す るな ど ,歩 行者 に 対

す る きめ の 細 い 配 慮 が 行 届 い て い る。

ス ウ ェ ーデ ン は一 般 に岩 盤 の多 い地 形 で あ るが,ニ ュー タ ウン造成 に 際 して は 無 理

な 岩 盤部 の 切取 りを避 け,そ の部 分 の 自然 の樹 木 は 出来 る だけ 残 し,緑 を導 入 して い

る。 一方 各住 宅 の前 に は,必 ず,子 供 の遊 び 場 と小緑 地 が 存 在 して い る。 遊 び場 の遊

具 は,自 然 に マ ッチす る よ う木 で 作 られ,そ の デ ザ インは 子 供 の創造1生を伸 ば す た め

決 して 規格 品 で は ない 。 こ の遊 具 に関 して は ヨー ロ ッパで もス ウ ェーデ ン の も のが 一

番 す ぐれ て い る といわ れ る。 小 緑 地 に は1.5～3.5m位 の ナ ナ カ マ ド,カ エ デ,シ ラ カ

ン バ,ニ レ,ヤ ナ ギ な どが 植 栽 され,そ の下 に ベ ン チが 緑 陰,日 光 浴 の 両 方 に使 用 で

き る よ う うま く配 され て い る。

以 上,概 観 して も判 る よ うに ス トッ クホ ル ム市 を 中 心 と した ニ ュー タ ウ ンは 割 合 に

田 園的 な魅 力 を もち,自 然環 境 に 恵 まれ て い る こ と と比 較 的私 的空 間 を 所 有 で き る の

で あ る。 また これ ら ニ ュ ー タ ウン に も低 層 住 宅 と高 層 住 宅 とが 公 園,緑 地 な ど に よ り

上 手 に ゾ ーン 型 式 を取 りなが ら,緑 と太 陽 を そ れ ぞれ 共有 して い るのが 何 と も うらや

ま しい 限 りで あ る。 しか し割 合 単 調 な ゾ ー ニン グ だけ に何 か一 つ物 た りな さを感 ず る

の は わ れ わ れ が大 東 京 の よ うな ジ ャン グ ル的 生 活 環 境 の も とで 飼 い馴 ら され て し ま っ
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た か らで あ ろ うか 。 市 の 中心 とニ ュー タ ウンは 完 全 に 対 照 的 で あ り,夜 と昼 とそれ ぞ

れ 静 と動 との ゾ ー ニ ン グが 極 端 で あ る。 これ は ス トックホ ル ムに 限 らず 郊 外 に立 地 す

る ニ ュー タ ウン の もつ 宿 命 で あ ろ うか 。

3ヨ ー チ ボ リ(ス エ ー デ ン) ■

'

(1)市 の 概 要

ヨー チボ リ市 は,365km2の 面 積 に人 口45万 人(1972年)を 擁 す る スエ ーデ ン第2の 都

市 で,ス カン デ ィナ ビ ア最 大 の工 業 都市 で あ る。1962年 大 規模 な市 域 拡 張 を お こな

い,220km2か ら365km2に な った。 周辺 部 の 人 口は 急 増 しつ つ あ り,現 在c!)メ トロポ

リタン地 域 の人 口は66万 人 に達 し,今 世 紀 末 に は]00万 に な るだ ろ うと予 測 され て い

る。1621年 に 国 王 グ ス タ フll世 がG6ta川 の河 口に そ の 基 礎 を 築 いて 以 来 天 然 の 良港

図4大GOteborg地 域別地 図

七ンヨー地区

商業地 帯

工 業地 帯

住 宅地 帯

墓 元

禄 比 地帯

その他(朱 備地 髄 敏地箏)

海 潮1リ

●
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に恵 まれ る とい った 条件 もあ って,南 部 ス カ ンデ ィナ ビ ア の中 心 都 市 の一 つ と して発

達 し て きた 。特 に こ こ20年 来 ス エ ーデ ン工 業 の発 展 と とも に 目覚 し い拡 大 を みせ て い

る。

ヨ ーチ ボ リ市 に は,わ れ われ に も名 を知 られ て い る 自動 車 のVolvo
,ベ ア リン グの

SvenskaKullagerfabriken(SKF),造 船 のG6taverkenが 主 力 工 場 を 持 っ て い るほ

か,繊 維,化 学,金 属,食 品 な ど の工 業 が 立 地 してお り,い わ ば ス エ ーデ ンの 京 浜 ,

阪神 に も た とえ られ る工 業 地 帯 とい え よ う。 しか し,日 本 の 工 業都 市 とは 大 きな 相 違

が あ る。

確 か に,空 港 か ら市 の 中 心 部 に 到 る まで は,大 小 の 工場 が存 立 し,工 場 地 帯 特 有 の

殺 風 景 な建 物 など が 目に入 るが,G6ta川 を越 え るや 周 囲 の模 様 は一 変 し,緑 豊 か な

北 欧 独 得 の 美 しい 市 街 が 出 現 し,工 業 都市 とい う イ メージ は 消滅 し て し ま う。

ヨー チ ボ リ市 は 図4に み られ る よ うに セ ン ター地 区
,商 業 地 帯,住 宅 地 帯,工 業 地

帯 な どが 整然 と した地 区割 で 形 成 ざれ てお り,わ が 国 の工 業 都 市 の よ うに ,工 場 と一

般 市 街地 が混 在 して い る とい う こ とは な い。 この 傾 向 は1962年 以 降 新 た に ヨー チ ボ リ

市 に 組 み込 まれ たHisingen・Angered,Bergum地 域 に顕 著 で あ り,各 地 区 の間 に

は緑 地 ゾ ーン を設 け,工 場 地 区 の影 響 が 他 地 区 に及 ば ない よ うに 配慮 され て い る
。

ヨーチボ リ また た とえ工 場地 区 が 住 宅 地 区 に

隣接するとしてもその工場地区には

非公害型の工場だけが生産活動を認

められているに過ぎな い。 こ の た

め,一 歩住宅地域に足を踏み入れ る

と空はあくまで澄んでお り,ス モッ

グなど,工 業都市につきものの大気

汚染現象は全 く感じられない。

ヨーチボ リ市都市計画局では1947

年に制定されたBuildingAct(1959

年改訂)に 基づき都市計画を進めてお り,上 記のような整然とした町作 りを行 ってい

るのである。特にニュータウンの建設には意欲的で人 口2万 人前後のニュータウンを

郊外に7～8ケ 所建設している。このような町作 りを可能にしているのは,① 人 口に

比べ国土が豊かである ②41年 の長 きに亘 る社会労働党政権に よる福祉優 先 型 の政

治,風 土が定着化 している という事実をバックに,土 地の利用が私権を超えて有効

に行なわれ るという原則が確立 しているからといえよう。

(2)ヨ ー チボ リの緑

ヨー チ ボ リ市 の緑 地 面 積 は約30%を 占め,う ち都 市公 園 は1 ,700ha(全 市面 積 の4.7
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%)と なっている。主要樹種はサ ワラ,ト ウヒ,シ ラカンバ,ポ プラ,ニ レ,ボ ダイ

ジュなどで,街 路樹 としてポプラ,ボ ダイジュなどが目立つ。

緑地の比率は,北 欧各都市 と比べて多 く,そ の作 り方はス トックホルムと同様で ド

イツなどとはかな り,異 なっている。 というのは,ス カンデ ィナビアでは冷涼な気候

条件に加え,氷 蝕地帯に特有の岩石が多いという事情から樹木の生育が悪いため,新

たに緑地を造成する(木 を植える)と い うよりは,既 存の森林地域を出来 るだけ残す

ように都市計画を進めるとい うのが一般的になっているからである。

これらの緑の役割として,市 の担当官が強調 したのは ① 広域的観点から捉えた

空気の浄化作用(図5,市 の中心部あるいは工場地帯に発生 した汚れた空気は緑地帯

の樹木により浄化されて元の場所に戻る)② 騒音防止(幹 線道路の両サイド)

③ 工場地帯では,た だ単に美観だけでなく従業員に心の憩の場を与え,特 に季節感

を得るのに役立つ ・ということで,工 場地帯から出る公害の防止 という点については

工場建設時にあらゆる環境条件を考慮して公害の発生を抑えるので,樹 木によって公

害を防ぐとい う発想はあまりないとの話である。

都市公園の緑や,街 路樹の管理は市が行ってお り,職 員250人 が従事している。地

味がやせているため栄養失調により樹木が枯死するケースが多 く(車 の排気ガスによ

るものではないとのこと),客 土施肥などで金がかかると市の担当官はこぼ していた。

樹木は市営の苗圃から供給されるカ㍉ 新規需要はなく,植 替需要程度なので小さい苗

圃で充分間に合 うとのことである。

図5都 市林による空気の浄化
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(3)主 な る 視 察 地 の 印 象

.① ヨー チ ボ リ市 立植 物 園

1923年 に 開 設 され た ヨー チ ボ リ植

物 公 園 は,ヨ ー チ ボ リ市 の西 南3kln

の地 点 に あ り,面 積150haを 有 し,う
.

ち35haは 原 生 林 と して残 され,15ha

は 公 園 に な って い る。.残 り100haの

柵 外 地 の 植 生 は,自 然 の 状 態 で 維 持

され て い る。 利 用 者 は 年 間15～16

万 人 に達 す る とい う。 園 長 のDr.

Wendelbo氏 の案 内 に よ・り,、園 内見

学 を行 った。 樹 種 は 日本 産 の もふ く

ヨーチボ リ市立植物 園柵外 の植生

ヨーチボ リ市立植物 園柵外地

め た ス エ ー デ ン以 外 の もの も多 く集

め られ て い る。

当 植 物 園 に 隣接 して 市 立 病 院が あ

り,病 院 側 は拡 張 の た め植 物 園 の …

部 を 削 る こ とを主 張 し て い る。 一

方,市 当 局 に も植 物 園 内 に 自動 車 道

を通 した い と い う案 が もち上 っ て い

る。 環 境保 全 の思 想が 進 んで い る ス

エ ー デ ン で も この よ うな動 ぎが あ る

と聞 い て驚 ろ い たが,一 般 市 民 の 間

には 植 物 園 を現 状 の ま まに保 存 すべ

し と い う声 が 強 く,現 在64,000人 の

反 対 署 名 が 集 り,代 替 案 と して,ト

ン ネ ル で 通 す こ とを要 求 して い る と

い う。 わ れ わ れ は 園長 にEl本 の緑 の

惨 状 を伝 え,是 非 現在 の植 物 園 を 維

持 す る よ う頑 張 って欲 しい 旨述 べ て

植 物 園 を 辞 した。

②VastraFr61undaニ ュ ー タ ウン

前 述 した 都 市 計 画 に 基 づ き1960年

～1970年 に 建 設 され た ヨー チ ボ リ最

大 の ニ ュ ー タ ウ ン で あ る。 広 さ は

200haで 市 の 中 心 部 が ら西 南 方7km
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の と ころ に位 置 す る。 建 設 され た ア パ ー1・は11,600戸,一 戸 建 住 宅 は500戸 で現 在

37.;'OOO人が 住 んで い る↓ 中 心 部 に は ニ ュー タ ウン の管 理 機 構 の ほ か,大 シ ョ ッピ ン グ

・1セン タ ーが あ り3 ,000台 を 収 用 で き る大 駐 車 場 が 併 設 され て い る。 各 アパ ー トの 間

隔 は 広 く,緑 地 も充 分 確 保 され て お り,狭 苦 しい 日本 の団 地 概念 か ら すれ ば,別 天 地

の 感 が あ った。 た だ,元 々樹 木 の 少 い 土地 だ った ら し く,緑 地 と い っ て も緑 豊 か とは

い い難 い地 域 も散見 され た。 わ れ わ れ が 訪 問 した 時 は 午前 の陽 が 盛 んに 照 って い る時

で,短 い夏 の 太 陽 を 求 め て人 々が 思 い 思 い の 姿 で 日 光 浴 し て い る のが 印 象 的 で あ っ

た。

よ

4ア ム ス テ ル ダ ム(オ ランダ)

t!

,

(1)市 街 地 の 緑t㎡ ∵.

アムステルダムにおける緑の特徴は・かつて灘 であ・た弊 巨大壊 防 捲 い

て,水 を 排 出 して 作 った土 地,し た が って法 る ら き り緑 の なか ⇔た 所 へ す べ て 人 工 的

に植 え る ことに よ って 作 られ た 点 に あ る。'

まず 海 面 下 に 作 られ た 空 港 と して有 名 な スキ ップ ホ ール空 港 か ら ア ム ス テ ル ダ ムを

目指 す 車 窓 か ら最 初 に,空 港 の滑 走 路 に平 行 して幅 広 く防 音 の た め か,森 を造 成 して

い る のが 見 られ る。 令

北 欧 諸 国 に 共 通 して見 られ る こ とだ が,小 さい 苗木 を密 植 した,ま さに 造 林 的 な植

栽 で す で に2～3mに 伸 び て い る。 アムステルダ ムの森'

将来亭 々とした森にする計画であ

ろうが,施 工後すぐにも充分な防音

効果を発揮させなければすまないわ

が国のそれと比較すると,そ の気の

長 さはうらやましく感じさせる。

市街地で印象に残るのは縦横には

りめぐらされた運河の両岸にニレを

主とした大木が伸々と枝を伸 して列

値してあ り,散 策する人 々に緑陰を

与え,水 に映えてすば らしい景観を

作 っていることである。なお,文 献

によると,道 路の空間的広が りによ
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って,植 栽 樹種 を 選定 し て い る点 が 注 目 され る。 す なわ ち,ア ベ ニ ューに は,ト チ,

プ ラ タナ ス,サ ワグル ミ,運 河 に沿 っ て は,ボ ダ イ ジ ュ とニ レ,広 い街 路 に は,カ エ

デ,ポ プ ラ,ハ ン ノキ ー トネ リコ,二 七 ア カ シ ヤ,シ デ な ど,狭 い 街 路 で は,サ ンザ

シ,ナ ナ カ マ ド,・ ・シ バ'ミMalus属(リ ン ゴ類),Prunus属,公 園で は,以 上 の樹

種 の ほか に一 都 心部 のVondel公 園 の 入 口附近 に つ い て観 察 した だけ に す ぎ な い け

,

れ ど も一 ク リ,カ シ ワ類,マ グ ノ リヤ,ラ イ ラ ッ ク,ヤ ナギ,ニ セ ァ ヵシ ャ,ウ ツ

ギ,コ トネ ア ス タ ーCornus属,ヒ ョウ タン ボ ク類,セ イ ヨウ ヒ イ ラギ な ど が 目に 触

れ た・
、.・1.

今 回 限 られ た 時 間 で見 た 範 囲 で は 古 い街 並 は そ れ ほ どで もな いが 比 較 的新 し く作 ら

れ た 住 宅 街 は 緑地 面積 が 充 分 に とられ,そ の構 成 は 芝生 と,コ トネ ア ス ターや メギ な

どの 寄 植 が 多 く,高 木 は シ ラカ ンバ,ブ ナ,カ シ な ど の幼 木 を密 植 して あ り,わ が 国

の よ うに 木 の 姿,枝 振 りを 楽 しむ 風 は な く,緑 を マ ス とし て扱 って い る よ う に 感 じ

た 。

も と も と ア ムス テ ル ダ ムは 緑 に乏 しい 都 市 で あ った よ うだ が 、遠 大 な緑 地 計 画 を た

て ・ 公共 緑地 が1948年 に は230haに 過 ぎ な か っだ もの が1960年 にぱ475haに な り,近

い将 来 に は800haに まで も って ゆ く予 定 で あ る とい わ れ る'5

この先 例 を み て も,わ が 国 で も強 力 な 行政 力 を も っ てすれ ば 公共 緑 地 を 増 や す こ と

も,や って やれ な い こ とで は な い と思 う。

'

,

(2)ア ム ステ ル ダ ム の森

こ の森 は,ア ムス テ ル ダ ム'の市 街 地 か ら西 南約5kmに 位 置 し,海 面 下4mの ボ ル

ダ ー地域 に す べ て人 工 の造 林 に よ'りつ くられ た全 面 積895haの 郊 外 レ ク リエ ー シbン

林 で あ る。

1936年 に最 初 の植 栽 が 行 わ れ,現 在 は カ シ(落 葉),ブ ナ,ボ ダ イジ ュ,ト ネ リコ,

カエ デ,シ ラ カン バな どの 高 い もの は20m近 くの立 派 な森 に な ってい る。 造 成 に あ た

って は,海 面 下 の土 地 の た め排 水 が大 きな 問 題'となり,全 域 にわ た って水 路 が は りめ

ぐ ら され,・さ ら に地 下1mの と ころ に12～28mの 間 隔 で 排水 管 を敷設 して排 水 を 行 っ

て い る。 そ の排 水 管 の延 長 は300kmに お よぶ とい う。

、 こ うし てつ くられ た水 路 は 北 側 と南 側 に あ る 湖 を 曲 りくね りなが ら結 び,内 部 に つ

くられ た 二 つ の大 きな 池 と,2,2001nの ボ ー トコー ス もつ な いで ボ ー トで 廻 られ る よ う

に な って い る。

約300haの 森 林 と,芝 生 や あ ま り丈 の 高 くな い草 地 に は1。2klnか ら4.5kmの14の 遊

歩 コ ースが 設 け られ,色 分 け され た 標 示 板 に よ り,自 分 の使 え る時間 に あ った コース

が選 べ る よ うに な って い る。 これ に反 し て,林 内 の 車道 は僅 か13kmに す ぎ な い。

この 他 ク リケ ッLホ ッケー,サ ッカ ーな ど の用 地 が 市街 地 に近 い東 側 の端 に も う

37



図6ア イセル湖干拓地
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けられており,森 の中は静かな環境を保てるよう配慮されている。

われわれが訪れた日はこめ地方ではめずらしい快晴とかで,水 辺の芝生地に水着姿

で 日光浴をしている人々が沢山みられたが,わ が国の行楽地にあるような金のかかる

施設は一切ないのが印象にのこった。

●

(3)ア イセ ル 湖(IjsselMeer)干 拓 地 の 緑 化

ア ムス テ ル ダ ムの東 側20kmの 後 背 地 にあkる 東 部 フ レボ ー ラン ド(EasternFlevo-

and)お よび 南 部 フ レボ ー ラン ド(SouthernF)合 せ て97,000haの 干拓 地 の 中心 地

レ リイス タ ッ ド(Lelystad)を 訪 ね,ア イセ ル 湖 干 拓 局 の技 官 か ら親切 丁 寧 な説 明 を

うけ る こ とが 出来 た(ア ムス テ ル ダ ムか ら レ リイス タ ッ ドまで バ スで約1時 間 を要 す

る),,

次 の 表 に 示 す よ うに 当 初 開発 計 画 が 作 られ た 時 点 で は ほ とん ど農地 と して 考 え られ

て いた が,そ の後 ア ム ステ ル ダ ムの住 宅 難 や工 業用 地 の需 要 増 な どか らそ の 利 用 区分

が変 って お り,現 時点 で は 南 部 フ レ ボ ー ラン ドで は この 表 よ りさ ら に農 地 の 占め る割

合が 減 って住 宅 地,工 業 用 地,レ ク リエ ーシ ョン用 地 の 占 め る比 率 が 増 え てい る と い
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1

干拓地の土地利用状況

WieringermeerNorthEastEasternSouthern

PolderPolderFlevolandFlevoland

開 発 期 間 1930～1940 1942～19581957～1968～

麟

認

②

農 地

住 宅 地

森及 自 然 保 在 地

水路,堤 防,道 路

87

/

3

9

87

1

5

7

75

8

11

6

50

18

25

7

干 拓 面 積(ha) 20,000 48,000 54,00043,000

資料:「FlevolandFactsandFigures」(1973)に よる

ことで,公 共 レ ク リエ ー シ ョン緑 地 の面 積 も係 官 の話 で は5%か ら8%さ らに 南 部 フ

レ ボ ー ラ ン ドに い た って は15%に と増 や し てい る とい う こ とで あ る。 ち な み に わ が 国

の 同型 の八 郎 潟 干 拓 地 の緑 地 率 は約3.5%で あ る。

ま た,こ の地 域 は,す べ て人 工 的 につ くられ た 土 地 に もか かわ らず,自 然 保 護 に対

して も,決 し て ぬか りは な い。 す で に 完成 され た 自然保 存 地(NatureReserve)に

は,次 の よ うな もの が あ る。

。生態 保 護 地(60ha):植 生 と動 物 相 に つ い て,人 間 の 干 渉 を排 除 し て,そ の形 成 を

は か る。

。草 地 型 鳥 類 保 護 地(200ha):Veluwemeerに 沿 って,設 け られ て あ るが,こ の水

面 は,堰 に よ って 高 水 位 に 維 持 され,し た が って地 下 水 も高 い。

。渡 り鳥 保 護 地(40ha):bird・ringingも おか れ て い る。

。ガ チ ョウ保 護 地(造 成 中):沼 沢地 と して,レ リイ ス タ ッ ドへ 向 うバ ス の窓 か ら,

水 辺 や 干 潟 に,何 種 類 か の 水 鳥 が た くさん見 かけ られ た が,彼 らに と って も,こ の

新 天 地 は 安 全 な 楽 園 とな りつ つ あ る こ とが 実 感 と して受 け とめ る こ とが で きた 。

〔緑 化 工 法〕

地 表 か ら深 さ4mま で は 粘土 層 といわ れ る。 したが って 技 術 的 に第 一 に問 題 と な

る のは 排 水 を い か に す るか で,"ア ム ス テ ル ダ ムの森"と 同 じよ うに カナ ー ルを 縦

横 には りめ ぐ ら し,さ ら に地 下1mの と ころ に粘 土 の 性 度 に 応 じて12～24m(時 に

28m)間 隔 で φ50%の 排 水 パ イプ を敷 設 して排 水 し て い る。

堰 堤 を 築 き排 水 を 終 る と まず 飛 行 機 で ア シ の種 子(500gr/ha)を 蒔 き,土 壌 の

理 学性 の改 良(通 気 性,膨 軟,熟 成),雑 草 防 止,土 壌水 分 の脱 水 を は か る。 干 拓

後4年 前 後 で ア シを 焼 却 した あ とで 一 次植 栽 と してポ プ ラ,ヤ ナ ギを植 え る。 高 さ

40cm程 度 の苗 木 を5,000～16,000本/haの 割 で 田植 機 を大 き くした よ うな植 付機 で

植 込 み,途 中 間伐 を 行 い な が ら,10～15年 で 伐 採 す る。

そ の 後 に 土地 条 件 が 良 くな った と ころ で シ ラ カン バ,ブ ナ,カ シ,カ エ デ,ト ネ
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リ コ,マ ツ,ト ウ ヒな どの50～75cm程 度 の 苗 木 を 植栽 し,目 的 とす る森 を 作 り.ヒ

げ る。 土 壌 条 件 は 粘土 質 でP・Hも8～9と 決 して 良 くは な いが,特 に 土 壌 改 良 は 行

わず,植 栽 前 に一 度 耕 転 ず るだ け で わが 国 の よ うに 下 刈 も必 要 とせ ず ,ま た 野 ね ず

み の害 に悩 ま され る こ と もな い とい う こ とで,こ の 点 は うらや ま し く感 じた 。

東 部Flevolandの 緑 地 の タ イプ は,森 林(レ ク リエ ー シ ョン を 目的),公 園(市

街 地 や村 落 の 日常 的 レ ク リエ ー シ ョン用)沿 道 緑 地,耕 地 林(防 風 林 ,生 垣 、屋 敷

林 な ゾ)に 分け られ る。
、

匂

5ケ ル ン と そ の 郊 外(西 ドイ ツ)

(1)ケ ル ンの 緑 化

ケ ル ン は第1次 大 戦 後市 街地 の 周 囲 に 幅員400m延 長7kmの 樹 林 帯 とさ ら にそ の 外

側 に 幅員800～1,000m延 長12kmに も及 ぶ 立 派 な樹 林 帯 を 作 っ て い る。 こ うした い わ

ゆ る都 市 林 は,そ の60%は,緑 地 帯 とな る前 か ら,す で に あ っ た樹 林 で あ るが,
.40%

は,そ の 後,植 林 に よ って 形 成 され た森 林 で あ る と いわ れ て い る
。

こ う した都 市 林 を持 つ 元「ル ン は緑 に お い て西 ドイ ツで も最 高 に め ぐ まれ た都 市 とい

え る。 あ とで 述 べ る よ.うに 褐炭 の露 天 掘 の 跡 地 を 植 林 し,そ の 中 に 人 工 湖,キ ャン プ

場,運 動場 な ど の総 合 レ ク リエ ー シ 。ン施 設 を完 備 せ しめ ・ 単 な る緑 化 で な く市 民 の

憩 い の場 と して の 効用 を充 分 に果 た して い る。 、

一 方 ,市 街 地 の街 路 樹 は ボ ダ イ ジ ュ,プ ラ タナ ス,ア カ シヤ,ト ネ リコ,ナ ナ カマ

ドな どで あ るが,す で に そ の ほ とん ど が 目通 り周 ちOcm以 上 に生 育 して お り枝 は全 く

勇 足,整 枝 す る こ とな く自然 の ま ま伸 ば して い る。 幅員50cm未 満 の道 路 で は街 路 樹

は な いが,そ の代 り歩 道 に プ ラン トボ ック スを 配 置 し,ゼ ラ ニ ウ ム,ペ チ ュ ニヤ ,キ

ンギ ョ ソウ な ど色 と りど りの草 花 を 植 え て景 観 を そ え て い る。 な お プ ラン トボ ッ クス

に,か ん 木 と し て,コ ・トネ ア ス タ ーが 非 常 に よ く使 わ れ て い た。 、

こ うした 形 態 は ボ ン な ど,そ の他 の 都 市 に お い て も全 く同様 で あ る。

市 内 小 公 園,公 共 ビル 前 庭 な どは,軸 線 を強 調 した フラ ン ス式 庭 園法 の噴 水 を 含 む

花 壇 に よ り景 観 を そ え て い る例 が 多 い。 緑 化 に当 た っ て の一 般 的 な配 植 手 法 と しては

公 園,建 築 物 の 修 景 な ど の造 園 的 手 法 と公共 的緑 化(道 路 の分 離 帯ICロ ー タ リー,

団 地 の緑 化,工 場 の外 囲)の 手 法 とは判 別 され,後 者 につ い て は 明 らか に造 林 的 手 法

上 に あ り,密 植 方 式 が 採 用 され て い る例 が多 い。 現 在 進 め られ て い る新 都 市 建 設,大

規模 レ ク リエ ー シ ョン エ リアな ど の緑 化 がす べ て この 手 法 に よ って い る こ とは ,別 に
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¢

ケ ル ン に 限 らず 視 察5ケ 国 を 通 じ てい え る こ とで あ った。

ご承 知 の通 り ドイ ツは 林 学 に お い て は最 も先 進 国 で あ り,そ れ だ け に 森林 は立 派 な

もの で あ り可 成 りきめ の 細 か い造 林,補 植,管 理 を行 っ て い る と感 ぜ られ た。

この 立派 な森 林 を,そ して 緑 を 育 て よ う とい う思 想 が そ の ま ま都 市 緑 化 の考 え方 と

して つ なが り,理 論 で は な く"緑 を大 切 ご とい う思 想 が 当 然 の こ と と して 国民 に 受

け とめ られ て い る。(こ れ に つ い て 先 般 来 日 した エ ー レ ン ベ ル ク教 授 は ドイ ツで は牧

畜 に よ る植 生 の破 壊,厳 しい 自然 条 件 な ど に よ っ て緑 の破 壊 を 日本 よ り早 く招 き,そ

の結 果,人 間生 活 に お け る緑 の 重 要 性,自 然 に対 す る人 間 の 目の 向 け か た が 日本 よ り

早 か った のだ とい う表 現 を して い る。)

この よ うに し て19世 紀 か ら緑 は守 られ 育 て られ,今 日の 美 事 な森 林 が ,そ し て都 市

林 が そ こ にあ る訳 で あ る。 そ の 都市 林 も街 路 樹 もす べ て勇 定 す る こ とな く,自 然 型 の

ま まに,伸 び 伸 び と枝 を 張 らせ て い る。

した が っ て,緑 の 山 が 乱 伐 され,都 市 公害 が 発 生 した た め,あ わ て て緑 化 を進 め よ

う とす る 日本 とは,全 くそ の 立 場 を 異 に して い る。

そ の端 的 な現 れ の一 例 と して,ド イ ツは じめ視 察5ケ 国 と もニ ュー タ ウン,工 業 団

地 な どを 造 る場 合 にお い て も,当 初 の プ ラ ン ニ ン グの 時 点 か ら社 会,経 済,建 築,土

木 ・植 物 学者,衛 生 な ど の 専 門 家 の 総 合 的取 り纏 め 役 と し てLandscapeArchitecter

が 参 画 し,そ の意 見 は きわ め て 重視 され る。 した が っ て造 成 に 当 って の オー プ ン ス ペ

ー ス の と り方 ジ 既 存 樹 木 の残 置
,植 物 社 会 学 的 な 保 全 対 策,植 栽 計 画 な ど総 合 的 な緑

化 計 画 が きわ め て慎 重 な配 慮 の 下 に樹 て られ,そ の前 提 と し て,他 の調 査 分 析 と並 行

し て,必 ず ・LandscapeAnalysisと,・ そ の 評 価 が お こな わ れ る のが 常 識 とな って い

る。 これ は,人 工 ー デ ン(ヨ ーチ ボ リ)お よび オ ラ ン ダ(ヘ イ ドメ イ社)に おけ る ミ

ー テ ィン グに お い て も彼 ら は強 調 して い た
。

'

■

(2)褐 炭 採 掘 地 域 に お け る 郊 外 レ ク リ ェー シ ョ ン林

現 在 この地 域 で 採 掘 して い るの は,ラ イン,ブ ラ ウン コー レ ン事 業K.1～.そ あ る。

この 会社 は1960年 ラ イ ン地 方 の 関 連 企 業 が 合 併 して一 本 化 され た もので あ る。

1965年 に は,当 該 州 に レ ク リエ ー シ ョン林 の 開 発 を重 点 目標 に 置 く森 林 局 が 発 足 す

る と と もに ・ ヴ イ レ ・レ ク リエ ー シ ョン公 園組 合(ErholungsparkVillee.V.)が

結 成 され,こ の 組 合 が コ ッテ ン フ ォル ス ト ・ヴ イ レ 自然 公 園 の 北 部 地域(つ ま り,今

回見 学 した一 帯 で,褐 炭 鉱 地 域 の うち の南 地 区 に 当 た る)の レ ク リエ ー シ ョン施 設 の

計 画 と,そ の資 金 調 達 を お こな う こ とに な った 。

州政 府 は,1935年 以 後 は 採 掘 地 の土 地 を企 業 に 売 却 せ ず に,使 用 契 約 に よ っ て,暫

定 的 に譲 渡 す るだ け に と とめ る こ とに した。1971年 現在,ブ ラ ウ ン コー レ ン事 業K .

K .か ら1,600haの 更 生 森 林 地 を 引 継 いで い るが,さ らに 土 地 買 上 げ をす す め,公 共 緑
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褐 炭地帯 の初期 の緑化(ポ プ ラ林) 地としての土地利用の統合化を図っ

てい く計画である。

も適 す る樹 種 で あ る こ とが 判 り,そ れ ら を中 心 に 植 栽 が す す め られ た。 そ の結 果,

の地 域 は ポプ ラ植 栽 地 と し て ドイ ツで 最 大 規 模 の もの とな った 。

第3期 の 緑 化 に つ い て は,わ れ わ れ と して も っ と も学 ぶ べ き 点 が 多 い。 つ ま り,

1950年5月24日 の ブ ラ ウン コ ー レン 法(Braunkohlen・gesetz,正 式 に は 「ラ イ ン地

方 褐 炭 地 域 の 綜 合 計 画 に 関 す る法 律」 と い う)の 公 布 に 伴 い,原 因 者 負 担 の 原 則 に 基

い て,採 掘 企 業 者 に あ と地 の 回復 の義 務 を課 す る こ とに な った 。 そ れ 以 来,緑 化 に と

っ て必 要 な表 土 の 性 質 に つ い て一 定 の条 件 を求 め てい る。

す なわ ち,森 林 用 地 と しては,洪 積 層砂 利 と黄 土 を2:1の 割 合 で 混 合 し た も の

を,深 さ3mま で,農 耕 用 地 に は,黄 土 を深 さ2mま で,そ れ ぞ れ 覆 土 す る こ とに な

って い る。 そ の 結 果,か つ て は大 変 困 難 と され て いた 郷 土 樹 種 に よ る緑 化 を 大 幅 に前

進 させ る こ とが 可 能 とな った。

植 林 に よっ て形 成 され る樹 林 タ イプ の 主 な る ものを 挙 げ てお こ う。

針 葉 樹 林(主 に マ ツ,カ ラマ ツ も用 い られ る。 トウ ヒは 限 られ た 区域 の み),ポ プ

ラ一 八 ン ノキ林,ハ ン ノキ 湿生 林,ブ ナ林,シ ラカ ン バー ヤ ナ ギ先 駆 林,そ れ に,落

葉広 葉 混 交 林 が 加 わ るが,こ の 構 成種(高 林 種)の 主 な る もの を,あ る地 区 を例 に と

って挙 げ てみ る と,ブ ナ,ボ ダ イジ ュ,カ エ デ,カ シ ワ,シ デ,ト ネ リ コ,シ ラ カ

ンバ,ポ プ ラ,ハ ン ノキ な どで あ る。 立地 のす ぐれ て い る場 合 に,ポ プ ラの先 駆 林

(Vorwald)は,逐 次 計 画 的 に 伐 採 され,経 済 的 収 穫 を あ げ る と と もに これ ら の 広

葉 樹 林 に 置 き代 え られ る こ と に な っ て い る。

今 回 の視 察 団一 行 は,す で に 樹 林 が 完 成 して,レ ク リエ ーシ ョン林 と して利 用 され

てい る リプ ラ ール(Librar)地 区 を 中心 に案 内 され た の で あ るが,か つ て の 採 掘 跡 の

片鱗 もそ こに見 出 す こ とは 困 難 で あ った。 人 工 湖 で あ る リプ ラ ール 湖(60haぐ らい?)

42

この地域の緑化事業の歴 史 は 古

く,大 き く三つの時期に分け ること

ができる。

第1期 は第1次 大戦後で,い わば

実験期ともいえる。採掘あとに埋立

てられる表層土壌は不均質であった

ため,と にか く入手 し得 る限 りのあ

らゆる樹種を植栽 してみた。

第2期 は,第1期 の経験から,ポ

プラとハンノキが早期緑化にもっと

こ

、
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図7ラ イ ン地方 褐炭採鉱地分布

東京大学農学部 井手久登先生ご提供

岸に立ったとき,あ たかも海に来た ような錯覚におそわれた。それほど大量に白砂を

搬入して水浴場を設置しているのである。 目下樹林中の地区は極 く一部 しか見学でき

なかったが,苗 木による密植方式をとり,金 よりも時間をかけて森林をつくる という

基本原則が貫かれているように見受けられた。

(3)"農 村 緑 化"コ ンペ(ボ ン 政 府)

"UnserDorfsollsch6nerwerden"(わ が村 を 美 し くし よ う)
。 これ は 第7回 連

邦 コンペ(1973年)の テ ーマで あ る。 中央 政 府 の農 林 省が 主 催 し,ド イ ツ町 村 会 議,

ドイ ツ郡 会 議,ド イ ツ農 業 中央 委 員 会,ド イ ツ造 園協 会 中央 委 員 会 の4団 体 が後 援 す

る ことに な っ て い る。 これ は 州 レベ ルで 同 じ コン ペ が さ きに お こなわ れ,州 で 受 賞 し

た 町 村 が さ らに 国 レベ ル の コン ペ に参 加 す る こ とが で き る仕 組 み に な つて い る。 し た

が っ て,州 の コンペ は1972年 に実 施 され て,国 の コン ペ に は今 年 の8月 まで に参 加 を

申 込 む こ とに な って い る。 州 の受 賞 町 村 は,参 加 町村 数 に応 じ てそ の数 が 割 当 て られ

て い る。 人 口3,000人 まで の町 村 自治 体 な ら,特 例 を除 い ては,参 加資 格 が あ る。

そ の 自的 とす る と ころ は,農 村 が社 会 的構 造 的 に新 しい 路線 を設 定 し,農 村 内 部 と

周 辺 自然 環 境 の 保 全 に 関 す る理 想像 を 自ら の 手 で確 立 して い こ う とす る姿 勢 を 支援 す

る と と もに,刺 激 的 効 果 もね らっ た もの で あ る。 した が って,現 状 のみ な らず,将 来

に 対 す る計 画 性 を も評 価 され る こ とに な って い る。 評 価 の項 目も,公 共 的空 間 と私 的

43

'



空 間 の二 つ の 側面 に大 き く分 け,前 者 が55点,後 者 が45点,合 計100点 とな つ てい る
。

前 者 で は 景 観 緑地(樹 林,水 面)だ け で な く,社 会 公 共 的 施 設,道 路 空 間,町 村 の開

発 な ど が 評 価 の対 象 と され,後 者 に は 住 宅 庭 園 や 前 庭,農 家 の庭,花 や植 物 に よ る装

飾 な ど が 含 まれ て い る。

この よ うな コ ンペ が 行事 と して と りあ げ られ る と い うのは,や は り古 くか らの郷 土

愛 護 の 伝統 が あ るか らな の だ ろ うか 。 ど の ぐ ら い の参 加 町 村 が あ るのか,そ こ まで つ

まび らか に で き なか った の は残 念 で あ った。 ・

h

6フ ラ ン ク フ ル トお よ び ラ イ ン沿 岸 地 域(西 ドイソ)

・ フ ラゾ ク フル トは 世界 中 の銀 行 が 支 店 を 持 つ 街 で あ り
,欧 州 の金 融 経 済 の中 心 地 で

あ る。

第 二次 世 界大 戦 で相 当 の 被害 を 受 け た が 完 全 に 復 興 し,街 路 樹 も良 く整 備 され て い

'る
。 しか し,街 路 樹 は 高層 ビル が 立 ち並 ぶ 舗 装 道 路 へ の植 栽 で あ るため,目 通 り周50

c日 以 上 の大 木 に な る と勇定 を しな い た め,水 分 の蒸 散 作 用 に対 して 吸収 が 追 い つか

ず,根 元 に パ イプ を差 し込 んで 消 防 署 の 定 期 給 水 や 市 民 に よ る給 水 を して い るが ,地

下 水 位 の 低下 と舗 装 に よ る雨 水 の 吸 収 不 足 の た め,葉 が 褐色 に な っ た り,落 葉 し,対

策 に苦 慮 して い る との ことで,ド イ ツで も都 市 街 路 樹 問 題 が起 きは じめ て い る とい え

る。 そ の 後,よ そ の都 市 で も,そ の よ うな現 象 が み と め られ た。

な お,市 街 地 内 の公 園 植 栽 樹 種 と し ては 一一 瞥 見 に す ぎ な いが 一 一ブ ナ,カ エ デ,

ボ ダ イ ジ ュな ど の ほ か に,西 洋 キ サ ライ ン沿岸の キ+ラ バ ン ・パー ク'

サ ゲぶ 二 七 ア カ シヤ,マ グ ノ リヤ な

ど が み られ,低 木 と して,ロ ー ドデ

ン ドロ ン(シ ャ クナ ゲ)が 多 い。

ラ イ ン川 を は じめ,河 川 の流 域 は

川 に 面 して 直 接 家屋 を建 て る こ と は

な く緑 地 帯 を 必 ず設 け て い る。 特 に

観 光 地 で あ る ラ イン川 沿 岸 の平 坦 部

に は2～3列 に ボダ イジ ュ,ア カシ

ヤ,ト ネ リ コな どを植 栽 し中 に ベ ン

チ など も配 し,ま た 沿道 は プ ラ タナ

ス,ポ プ ラ,ボ グ イジ ュ,カ エ デ,

マ ロニエ な どを 街 路樹 と して植 栽 す

44

'



るな ど 美 事 に緑 化 を して い る。

周 囲 の 山 々は,山 頂 に 点 々 と数 多 くの古 城 が あ るが,す べ て天 然 林 で あ り,人 工 林

は 全 く見 当 らな か った。 岩 が 露 出 して土 壌 が 浅 く,そ の 上,地 形 急 峻 で,か つ,雨 量

も少 い た め植 生 は一 般 に貧 相 で あ り,う っそ う と茂 る樹 林 に 発達 せ ず,す で に 山 全 体

が 黄 葉 し か か って い るの も,そ の ため か も しれ な い。 林 業 と して の人 工 林 が 成 立 しな

い の も当 然 で あ ろ う。 そ の 代 り,ブ ドウ園 の集 約 栽 培 は 見 事 で あ った 。

事
。・7ハ ン ブ ル グ(西 ドイ ツ)

1

q

,(1)公 園 と緑化 ハ ンブル グ市内の近代建築 と緑 の調和

ハ ン ブ ル グ は ,.ベ ル リンを 除 け ば,西 独 最 大 の

都 市 で,人 口177万 人 を 擁 し てい る。 こ この 公 園 、

緑 地 整 備 の歴 史 は比 較 的 新 し く,ハ ンブ ル グ で も

っ と も大 き い公 園 シ ュタ ッ トパ ル ク(183ha)も,

フ ォル クス バ ル ク(184ha)も,20世 紀 初 期 に つ

くられ た も ので あ る。 む しろ,飛 躍 的 な 発展 を と

げ た の は,第2次 大 戦 に よ っ て徹 底 的 に破 壊 され

た 後 の 復 興 計 画 に
.よる も の とみ て よい 。

現 在,市 の 公 園緑 地 は,あ らゆ る種 類 の もの を

ふ くめ て,市 域 の10%に 達 して い る といわ れ るか

ら,約7,500haと い うこ とに な る。 それ ら の 内 訳 情

は,市 が提 供 した 資 料 を 参考 まで に掲 載 す る(表

2)。 この 中 に,異 色 の もの と して,多 分世 界 最

大 とみ られ,100年 の歴 史 を も?公 ハ ンブルグ市 の街路樹 とパーキ ングエ リア

園 墓 地Ohlsdorf(400ha)が あ る。

園 内 の 車 道 が17.5kmで2本 の バ ス

路 線 が入 って い る。%は 通常 の墓 園 講

形 式 を と って い るが,あ との%は 風 灘 さ湊 逗をぼ 惑 べ

景 式墓 園(Landschaftbicher

Friedhof)と して設 け られ て い る。

そ の入 口附 近 に,墓 石屋 さん が軒 を

連 ね て い る風 景 も 日本 と似 て い て 興
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味 深 か った 。

と りわ け ハ ン ブル グで 注 目 され るの は,ケ ル ン とは ちが った 形 で の緑 地 帯(Grun-

zug)の 計 画 で あ る。,そ れ は,幅 は 狭 い が 連 続 性 を もつ 河 岸 公 園 の設 定 で あ る。 エ ル

ベ 川 の散 策 道(8km)は,第1次 大 戦 後,私 有 庭 園 の公 共 化 に よ6て 完成 され,第

2次 大 戦 後 は,南 下 して 都 心 の アル ス タ ー湖(1,000年 前 の人 造 湖)・へ 注 ぐ アル ス タ ー

河 岸 の 緑 化(18km)に 着 手 した 。16.5haの 湖 岸を め ぐ る7.5kmの 河 岸 プ ロム ナ ー ド

も,今 や 都 心 部 の重 要 な レ ク リエ ーシ ョン の場 とな って い る。

・・ン ブル グに 限 らず 重 要 な の は ,線 状 グ リー ン(LinearGreen)と して の 街 路 樹

で あ る。 そ の数 は す で に10万 本 余 に達 し,2列 植 ・と して,延 長500kmに な る とい う。

現 在,市 は 徒 歩10分 圏 内 に1人 当 り6m2,そ の ほ か に7m2を 市 域 内(車 で の 利用 圏

を ふ くめ て)に 整 備 し よ うと して い る。 さ ら に,ス ポ ニ ッ公 園5 .5m2,ク ラ イ ンガ ル

テ ン(分 区 園)11～12m2,児 童 公 園2 .2m2な ど の整 備 を1985年 を 目標 に して い る。

計 画 の基 本 パ タ ー ン と して は,図8に 示 して あ る よ うに,都 心か ら8～10km圏 の

と ころ に,市 街 化 の 発展 方 向 で あ る八 つ の軸 の 間 に,そ れ ぞ れ200～500haの 緑 地 を 設

定 し・?そ れ ら'をも って ・ 第2の 環 状 緑 地 帯(GrunerRing)一 策rめ そ れ は ・ 都 心

図8ハ ンブル グ市緑 地計画構想図'

Z
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表2・ ハンブルゲの公園緑地統計

(1973年 現 在)

人 口

市域面積

a)公 園緑地

自 然

森 林

普 通

装 飾

1,772,430人

75,315ha

地

園

地

地

縁

公

緑

綬

164.3ha

819.6ha

1,!54.4ha

107.6ha'

合 計2.246ha

〔個 所 数!084以 上 。 うち 名 称 を もつ 公 園 は75ケ 所 最 大 の 都 市公 園 は183ha〕

人 口1人 当 り12.7㎡

対 市 域 面 積 率3%

「b)"分'区 園

恒 久 的467ha8,405プ ロ ッ ト 、.

暫 定 的1,183ha21,900プ ロ ッ ト

地

地

地

墓

墓

墓

計

央

有

会

地

中

区

教

墓∋

1,650ha30,305プ ロ ッ ト

496ha

640

183

2ケ 所

14

38

d)

)e

)f

計1,319ha54ケ 所

遊 園(あ そび 場)

公 共139ha457ケ 所 平 均 規模3,646㎡

民 間58ha2,362ケ 所245㎡

㊧ 民 間 は 住 宅 地 附 属 の 遊 園

運動 施 設

公 共270ha127ケ 所

民 間168ha85ケ 所

㊧ 民 間 は ク ラ ブ,組 合 の所 有。 テ ニ ス コ ー トは大 部 分 が 民 間所 有

そ の 他

ベ ン チ

ク ズ カ ゴ

街 路 樹

最長 遊歩道

最 古 木

自然保護地域

景観保護地域

15,000脚

3,200ケ

100,400本(2列 植 と して502km,市 民15人 に つ き!本)

20.5km(ア ル ス タ ー河 岸)

イチ イ 樹 令800年

7ケ 所1880ha

3014,500ha

⇔ 民間の遊園 と運動施 設は,普 通緑 地にふ くまれていない と思われ る。

〔資料:ハ ンブル グ市提供〕



の城 塞 緑 地 一 に し よ うと し てい る。

こ うした 緑 化 に 対 す る強 い 関 心 は,1946年 に 州 法 と して 立 法化 され た樹 木 保 存 法

Baumschutzgesetz(直 径25cm以 上 の樹 木 の 禁伐 な ど樹 木 保 存 を厳 し く規 制 し て い

る)に よっ て,私 的 空 間 の緑 の保 全 に も及 んで い る。

工 場 は 定 め られ た 工 場 地 帯 に,ま と ま っ て建 設 され て い るが,工 場敷 地 内へ の緑 化

は と くに義 務 づ け られ て い な い ので 事 務 所 周 辺 を 芝 を 主 体 に 緑 化 して い る 程 度 で あ

る。 一 例 に す ぎ な い が と断 わ って,あ る工 場 は 外 周 に 境 界 林 を造 成 した あ とで,こ の

樹 林 帯 を完 成 と同時 に市 に寄 附 し,そ の後 は 市 が 管 理 を す る こ とに な って い る と,市

当 局 は 語 って い た。

、

4

(2)民 間 に お け る苗 木 生 産

わ れ わ れ は,ハ ン ブル グ か ら西 北20kmば か り離 れ た 田 園郊 外 にあ る小 さな 町Pinne

berg(ピ ン ネ ベ ル グ)のRellingen(レ リン ゲ ン)地 区 を 訪 れ た
。 この 辺一 帯 は,ヨ

ー ロ ッパ で 最大 の樹 木養 成地 で あ ると いわ れ て い る
。 そ の中 で も も っ と も手広 く経 営

して い るRudorfSchmidt社 の苗 圃 を見 学 した。

この 会 社 の経 営 面 積 は65haほ ど で あ るが,そ の ほ か に,48haの 委 託 契約 栽 培 を お こ

な って い る。附 近 の 農 家 な ど に 小 さな苗 木 を預 け て,成 長 し て きた ら引 取 る よ うな方

式 を と って い る。 約100人 の人 をや と って い るが,労 働 力 は 不 足 気 味 で,ス ペ インや

イ タ リヤな ど外 国 か らの 季 節 労働 者 にか な り依 存 し て い る。 彼 ら には 住 宅 も安 い家 賃

で 提 供 して い る との こ とで あ る。 そ ん な 事情 で あ るか ら,で き る限 り機 械 化,自 動

化 を 図 って お り,作 業 機 を格 納 した 広 い 倉 庫 も案 内 し,色 々丁 寧 な説 明を し て くれ

た 。

あ らゆ る段 階 の大 き さを もつ2,500種 ほ どの 樹 木 を 揃 えて お り,美 しい カ ラ ー写 真

を ふ ん だ ん に 挿 入 した400頁 もあ る カ タ ログを 出 し て い る。 西 ドイ ツで は生 産 樹 苗 は

ル ドル フ ・シュ ミッ ト本社事務所 コ ー ド化 され て お り,統 一・され た 樹

種 コ ー ド(4桁)を 各企 業 で 使 用 し

て い るが,樹 高2m未 満 の樹 苗 は 樹

種 コ ー ドと樹 高 コー ド(4桁),2m

以 上 は 樹種 コー ドと直 径 コー ド(4

桁)の 組 合 わ せ を使 用 し て い る。 樹

高 直 径 の 両者 を 同時 に入 れ な いの は

恐 ら く日本 ほ ど 規格 が や か ま し くな

い た め で あ ろ う。

繁 殖 用 と して,近 代 的 設 備 を 施 し

た ガ ラス 室(1,500m2)が あ るほ か,

■
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幼苗養成 のガ ラス室

合計7,000m2の フ レ ー ムを 用 意 して い る。 こ こか ら生 産 さざ れ る幼 苗 は っ と100万 ポ

ッ トで あ る。 当地 方 は 冬 期 間 の 積 雪 が1m程 度 あ るの で春 播 種 レた も の(ま,秋 に掘 取

って温 湿 度 を一 定 に保 つ 倉 庫 に 格 納 して 置 き,そ こで 低 木類 は さらに そ の翌 春 ポ ッ ト

に入 れ て 養 成 し,1～2年 後 の 出荷 時 に は デ ッ トの ま ま出荷 す る。 中 高 木 類 は2～3

年 後,定 植 を 行 うが ポ ッ トは 使 用 し な い。

全 体 の98%は 卸 しで,市 場 を通 して販 売 され,小 売 は殆 ん ど な い。26%は 国 外 へ 出

荷 され るが,主 な る輸 出先 は,ス カ ンジ ナ ビ ヤ,オ ース トラ リヤ,デ ン マ ー ク,オ ラ

ン ダ な どの近 隣諸 国で あ る。

■

8パ リー そ の 近 郊(フ ランス)

き"・ 、,『

(1)市 街地の緑
　 　 　

パ リも また緑 の多 い街 で あ る。 パ リも とい った の は,公 園緑 地 統 計(資 料 「パ リの

緑 地 」参 照)の 示 す と こ ろに よ る と,今 回 のパ リ市 内 の視 察 よ り得 た 印象 と の 間 に

は,・大 きな 距 りが あ った か らで あ る。 人 口260万 人 を擁 す るパ リ市(106km2)の 公 園

(市 営 お よび 国 営)は 僅 か326haに 過 ぎず,・人 口1人 当 りに し て,1.3m2に 満 た な い。'

ヨー ロ ッパ の主 要 都 市 が 軒 な み5～10m2の 範 囲 内 にあ るの に 比 べ れ ば,パ リは 数 値 的
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に は るか に貧 弱 な ので あ る。

そ の よ うな統 計 的 数 値 を裏 切 って

い る視 察 の実 感 は,お そ ら く街 路 樹

の 豊 か さに あ る とい え よ う。 並 木 を

面 積(緑 被)に 換 算 す る と250haに

及 ぶ といわ れ,市 街 地 面 積1ha当 り

8.7本 に 達 す る(大 阪1.1本,ハ ンブ

ルグ13本,ウ イ ー ン7 .4本)。 そ の

上,ヨ ー ロ ッパ の 他 都 市 も 同 様 だ

が,生 長 を 遮 る架 空 線 が な い。 また

植 樹 帯 の 幅 も広 い 。 植 樹 帯 の な い場

合 で も,歩 道 の幅 は 日本 と比 較 に な

らぬ ほ どで 幅 が あ る。 した が って,

ブ ロ ーニ ュの森

それらの並木の多 くは,ゆ ったりと与えられた街路空間の中で,前 後左否にゆ うゆう

と枝を伸ばし,不 自然な勇定で生長を抑制される必要は極めて少い。その濃い緑の木

蔭の下で,ベ ンチに腰をおろして涼を染んでいる市民の姿が至 るところでみ うけられ

る。 このように,植 樹帯を もつ並木道のあるものは,パ ーキング用に供 されているけ

れども,大 部分は,そ れ自体,帯 状の公園緑地としての機能を十分に果たしていると

判断してもよいであろ う。

道路は,単 に人や車の流れをさば くだけの機能を持っているだけでな く,も ともと

はコミュニテ ィ生活を思い思いの形でエンジョイする空間でもあったのである。 自動

車時代の到来 とともに,後 者の機能は影をひそめてしまったのに過ぎない。並木道に

は,形 をかえて,そ のような機能を残している。パ・リに限らず,ヨ ーロッパでは夕方

早 くから商店は店を閉じてしまう。 しかし,シ ョーウイン ドウだけは明るく残されて

いて,そ れらを眺めながら,夕 暮れの歩道を散策する人々の姿が絶えないのも一 歩

道にはみ出したカフェテリアとともに一 街路空間を見直す ヒン トを与えて くれる。

北海道の旭市に誕生した買物公園も,街 路空間に対す る市民的特権 とも受 け とれ よ

う。ただ,そ こには,小 間物を広げたように,streetfurnitureが 無秩序に路上にあ

ふれ,パ リの並木道のように,線 の太い緑でもって統一 されたものヵミないのが最大の

欠点である。

この よ うに,パ リの 骨 格 を 形 成 す る街 路 樹 をは じめ,公 園 や 広 場 に亭 々 と伸 び る樹

木,そ して,あ とで 述 べ る ブ ー ロ ニ ュや パ ン セ ン ヌの二 つ の森 の深 い しげ み は,決 し

て一 朝 一 夕 に 成 った も ので は な く,バ リ市 内 の古 い建 物 群 と同 じ よ うに,永 い歴 史 が

刻 まれ て い る こ と に,深 く注 意 す る必 要 が あ る。 す なわ ち,ナ ポ レ ナ ン3世 の命 を う
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ル クサ ンブ ール 庭 園

慈∴ 惑曇叢雲轡曝碇露

華馨 糧1
∵

.'三 論 磐鍵 謙

け て立 案 した オ ス マ ン(Hauss-man

n)男 爵 の パ リ改 造 計 画 に よ って,

今 日の 緑 の骨 格 が 実 現 し た の で あ

る。 す で に,ル クサ ンブ ール,植 物

園,チ ュ イル リーの よ うな庭 園 や公

園 もあ り,ま た 街 路 樹 の植 栽 もt)17

世 紀 頃 か ら お こなわ れ て いた け れ ど

も,パ リの緑 の画 期 的 な 拡 大 は,こ

の パ リ改 造 計 画(19世 紀 中葉)を 契機

とし て い る。

パ リの 植 栽 地 の65%は1900年 以前

に つ くられ た もの で あ り,フ ォシ ユ

(Foch)通 りは 当 時 の樹 木 の25%が

残 って い る といわ れ る。 モ ン ソー(Monceau)公 園(1851年)は 同 じ く60%,シ ャン

ゼ リゼ 庭 園(1866年 築 造 完 了)の 古 木 率 も20～25%と 推定 され て い る。 ブ ー ロニ ュの

森 とバ ン セ ン ヌの森 の整 備 工 事 も,や は り この時 期 に お こな わ れ て い る。

ローマ は1日 に して 成 らず とい うが,格 調 高 い 緑 も また 同様 で あ る。 しか も,そ の

た め に は,地 上 部 と地 下 部 に わ た って,ゆ と りの あ る物理 的 空 間的 条 件 を と と の えて

や らな けれ ば な らな い の で あ る。 数 年 前,日 本 の新 聞 紙上 に,パ リの名 物 マ ロ ニエ が

都 市環 境 の悪 化 に伴 って次 第 に衰 弱 して きた た め,漸 次,ボ ダ イ ジ ュに 代 え て い く計

画 で あ る との ニ ュ ースが 載 った こ とが あ る。 しか し,今 回 得 た 資 料 と,1959年 頃 の資

料 とを街 路 樹 に つ い て比 較 してみ ると,ほ とん ど大 き な変 動 が み られ な い(下 表)。

フ フタ ナ ス

「マ ロ ニ エ

ニ レ

エ ン ジ ュ

ボ ダイ ジ ュ

カ エ デ

総 植 栽 本 数

植栽比率(%)

1970年

41

13.8

9.4

6.4

5.3

4.0

87,700本

1959年

40

14

13

7

83.000本

しかし,今 回の観察では,根 元 までほぼ完全に舗装化されているような厳しい条件の

もとでは,自 然の立地上,す ぐれた土壌条件を要求するマロニエが もっとも弱 く,早

くも黄葉化が進行しているのが認められた。地上環境(大 気環境)の 悪化 が 進 む ほ
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ど,地 下環境に対する配慮がとくに痛感される。わが国のイチ ョウo)葉に認められる

綴 現象も・地下部の生育条件敬 畏さぽ 『と'こよらて・かな りの醸 搬 ら氾

よ う に 思 わ れ る 。 .・ パ ー'ジ,'"

(2)都 市 林 一 利 用 ・育 成 ・管 理 一't・ パ ・ 、

パ リの乏 しい都 市 公 園 を補 って余 りあ る もの に∴並 木 を挙 げ た が,さ らに それ とは

ちヵ・・隠 味 詞 逃 す ・ とので き なL・ρ カ・・ ブ ー … の森(845h・ ～ とバ ン セン ・

の森(994h・)で あ る・ そ れ ぞ れ ・ 帯 鋼 の 西 と東 噂 し て交 通 の 便 速 め て よ い・

今 回泊 った ホテ ルに 近 い エ トワ ール の 広場 か ら地 下 鉄 に乗 って ・二 つ 目の駅 で地 上 に

出 た ら,目 の前 に う っそ うた るブ ー ロニ ュめ森 が 展 開 して い た。 お そ ら く,都 心部 か

ら,ど ち らの森 へ行 くに して も,地 下 鉄 を 利用 した ら,'20分 とは か か る まい。 ケル ン

の外 環 状 緑地 帯(800ha)よ りも,僅 か に 遠 く外 にあ る程 度 で あ り,東 京 の銀 座 か ら

新 宿 御 苑 に 行 く よ り も,も っ と手 軽 か も しれ な い。 な お,二 つ の 森 よ りも,さ らに 少

しば か り遠 くな るが,セ ー ヌ川 に 東 面 した 丘 に あ っ て,パ リ市街 を一 望 の も とに お さ

め る こ との で き るSt.Cloud公 園 ・(387ha)も,パ リ市 民 に と って は,二 つ の 森 と と

もに重 要 な レ ク リエ ー シ ョン林 とな って い る。

これ ら の都 市林 は,そ の 立 地 上,ま た,そ の形 態 上,都 心(市 街地)の 公 園 とは,

レ ク リエ ー シ ョン利 用 の性 格 が,や や趣 を異 に し てい る よ うに見 受 け られ た。 都 心 に

近 い ル クサ ンブ ール の 公 園(28ha)r日 比 谷公 園q5ha)を ひ と まわ り大 き くした

公 園一 を まず 例 に と りあ げ てみ よ う。 そ こを訪 れ た の は 夕 方 も4時 に近 か った と思

わ れ るが,大 変 な賑 いを 呈 し てい た 。 この 中 に は,わ れ わ れ の よ うな 観 光 客 や"お 上

り
.さん"も 多 い に は ち が いな いが,も っ と も印 象的 で あ った のは,若 い母 親 達 が 曳 い

て くる乳 母 車 の パ レ ー ドで あ った 。 つ ま り,周 辺住 宅 街 か ら の利 用 者 に よ って,か な

り占 め られ て い る こ とを 示 し て い る。 こ の よ うな 光 景 は,ル ー ブ ル美 術 館 前 の チ ュ イ

ル リー庭 園で も,ヴ ェルサ イ ユ の庭 園で もみ か け たカミ,ル クサ ン ブ ー ルで ひ と きわ 目

立 った の は,訪 れ た 時 間 帯 のせ い が もしれ ない 。

また,親 子 連 れ,あ る い は独 りで 遊 び に来 る子供 らの姿 も多 く,公 園 の木 立 の中 の

一 角 に
,柵 を もっ て仕 切 られ た 児童 遊 園 で は,子 供 らの 甲高 い喚 声 と,め まぐ る し い

動 きが 交 錯 し,そ の まわ りの ベ ン チ は,ワ ン ・ψ 共 の遊 び を見 守 るマ マ さ ん達 で 埋 っ

て い た。

乳母車が模様花壇を見下す多列種々樹の木蔭や整形芝生を囲む杢蔭!こ,列をなして

陣取 っているのと対照的に,自 然風な木立の間を縫 う園路に沿 ったベンチでは,か な

り年輩の紳士淑女や若いアベ ックがジ町の喧騒を避けて声ゆるやかに起伏する美 しい

芝生や草花の植込,ブ ロンズの彫像を眺めながら,閑 かな一時を通 じ て い る。 これ

は,だ またまパ リの典型的な都市公園の「つを尋ねk出 会った公園風景の1コ ヤにす
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ぎな い が,都 市 公 園 利用 の二 股 的 パ ター シ とみ て差 支 え な い と思 う。

これ に 対 して,ブ ー ・ニ ュの森 で は,乳 母 車 は 余 り 目に つ か な い。 昼 下 りか ら夕 方

に か け て,ふ え て い くに して も,相 対 的 に少 な い のに ち が いな い。 そ れ に 反 し て,車

で 来 る人 が 多 い よ うに見 受 け られ る。 森 の中 の道 路 に 沿 っ て,車 の駐 車 が か な り目立

って い る。

そ して,森 に つ つ まれ た 池 を 中 心 に し て,ボ ー トを 漕 ぐ人,釣 を す る人,水 辺 の 木

蔭 で さ さや きあ う人,中 島 の レ ス トランで 食 事 を 楽 しむ 人,中 に は,芝 生 に 横 た わ っ

て 日光 浴 に余 念 の な い水 着 姿 の女 性 も決 して 少 くは な か った 。多 分,日 曜 など は,湖

岸 の松 林 の下 は家 族 連 れ の ピ ク ニ ッ クで あ ふ れ るの で あ ろ う。そ れ は,ま だ 片 付 か な

い で散 らば って い るゴ ミ屑 か ら察 せ られ る。 今 回 訪 れ な か った パ ン セ ン ヌの森 に は ,

最 近 花 園 公 園(Parkfloral,28ha)が 設 け られ た とい うか ら,あ る いは,こ の 方 が 都

市 公 園的 性 格 が 強 い のか も しれ ない 。

しか し,い ず れ に し て も,そ の 構 成 主 体 で あ る広 大 な 森 を 通 して,パ リ市 民 を手 軽

に 自然 へ 誘 な う独 自の 機 能 を これ ら の森 が 果 た し て い るので あ って,並 木 の よ うに,

都 市 公 園 の 単 な る補 完 的 機 能 とは ちが った 存 在 価 値 を も っ て い るの で あ る。 因 み に,

二 つ の森 の構 成 要 素 は 下 表 の 通 りで あ る。

ブ 一 口 ニ ュの森

バ ン セ ン ヌの森

森 林 草地 遊 戯 広 場

320ha150ha25ha

365.20080

そ の た め に,現 在,森 林 の再 植 樹 計 画 が 系統 的 に す す め つ つ あ ると いわ れ る。 ブ 一

口ニ ュの森 で も,囲 い地 を設 け て幼 木 か ら育 成 して い る箇所 を い くつ か 見 る機 会 を 得

た。 そ れ ぞ れ の 囲 い地 は,そ う広 くは な く,ち ょっ と した 児 童 公 園 ぐ らい の もの で あ

ろ う。植 栽 され た ば か りの 小 さ い もの で は,高 さ50～100Cln程 度 の苗 木(シ ラ カ ンバ,

ブ ナ,カ ラ マ ツ)が 蔵 幅2m,間 隔80～100cmで 混 植 され て いた し,植 栽 後 数 年 経 た

大 きい もの で は 高 さ3～4'm'(2m×2m)に 達 した マ ツ,ボ ダ イジ ュ,カ エ デ,シ ン

ジ ュな ど の植 込 もみ られ た 。 これ らは 将来 さ らに 間 引か れ て,次 第 に 一 般 に 開 放 され

て い くのか も しれ な い。 植 栽 した ら直 ち に一 般 に 開放 しなけ れ ば な らな い よ うな 日本

の場 合 と ちが っ て,い か に も余 裕 綿 々 と したや り方 は羨 しい限 りで あ る。

と こ ろで,レ ク リエ ー シ ョンに 開放 され て い る森 林 は,大 別 し て集約 的 管 理(庭 園

的 管 理)と 粗 放 的 管 理 の 両 区域 に 分け られ よ う。 ブ 一 口ニ ュの森 の場 合,前 者 は極 く

限 られ た 特 別 の 小 区域 に とど ま って い る。 例 えば,池 の中 島 に あ る樹林 が そ れ で あ

る。 こ こは,料 金(0.8フ ラ ン)を 支払 って船 で 渡 らなけ れば な らな い ので,い きお

い 利用 密 度 も低 く,林 床 の芝 生 は 人 工 的 に きれ い に 刈込 まれ,た えず 移 動 式 スプ リン
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クラーで灌水がおこなわれているため,芝 生の緑は常にみずみず しい。落葉も丁寧に

かき集められているようである。

しかし,大 部分の区域は,人 為的に特別の手入れはされていないように見受けられ

る。水辺のマツ林は,か なりの利用者があるにもかかわらず,林 床 まで陽光がよく透

過するので狭葉性(グ ラス型)の グラン ドカバーが成立している。しかし,一 般の広

葉樹林では,林 床植生の発達は余 りみられず,林 間空地だけが草生地 となっている。

人の立入ることの少い区域になると,部 分的に灌木が入るようになる。例えば,ヴ ェ

ルサイユ庭園内の林内立入禁止区域は,林 内が暗 く,自 然林に近し,・林床植生 広葉

性草木を主体とする一 を保持していた。このように,粗 放地区は,樹 林のタイプや

植栽密度,お よびそれに対応 した利用密度によって,林 床植生がさまざまに分化成立

している。

■

ルクサンブール公園の概要

(土地利用)

建 物

泉水 ・整形花壇

芝 生

植栽地(灌 木等)

園路 ・非植栽地

1.5ha

O、9

5.4

2.6

15.3

十
二
=
ロ

(植栽本数)

列 植 樹

緑 蔭 樹

か ん 木

(利用者数)

日 曜 日

25.7ha

2,800本

600本

35,000本

約80,000人(推 定)

←

〔資料:ル クサ ンブール庭園案内書 による〕
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〔付録資料〕

●

∨

(1)パ リの 緑 地

a)面 積

緑 地 を種 類 別 に 分 け る と,次 の よ うに な る。

1.森 お よび 遊 園 地

ボ ワ ・ド ・ブ 一 口 ニ ュBoisdeBoulogne845.79ヘ ク タ ール

ポ ワ ・ ド ・バ ン セ ン ヌBoisdeVincennesg94.70

全 体1,840.49ヘ ク ター ル

2.パ リ市 内 の公 園 お よび 庭 園(森 は 含 まず)

市 営 の も の234ヘ ク ター ル

国 営 の もの92

全 体326

(1.～2.)総 計2,166ヘ クタ ール

3.ス ポ ー ツ場 の 中 の庭 園(約115ヘ クタ ー ル に お よぶ全 スポ ー ツ場 総 面積 中 の 庭

園部 分。 ボ ワ ・ド ・ブ ー ロニ ュ,ボ ワ ・ ド ・パ ン セン ヌ中 の ス ポ ー ツ場 面 積 は

除 く)16

4
▲

5

6

ワ
.

8

0
ソ

学 校 校庭8

パ リ市 内墓 地 の植 木 部 分25

土 手 面 を 利用 した風 光 用 植 林(環 状 通 路 な ど)20

一 般 市 民 非公 開 の官 公 庁 庭 園8
.37

保 護 緑地 リス トに載 っ て い る個 人 庭 園159.61

並 木 を 面 積 に換 算 した も の250.00

(3.～9.の 合 計)486.98ヘ ク タ ール

パ リ緑 地 面 積 総 計(1.～9.)2,653.00ヘ ク タ ール

b)植 木の数量

1.市 業務に属する緑地(公 園および庭園)

スポーツ場

学校校庭

22,700本

1,750

6.600
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市 内 墓 地8,700

市 内 緑 地 の 緑 木 の合 計39.750本

ブ ー ロニ ュの森105 ,000

・・ン セ ン ・の森 ・'・130
,000.

パ リ道 路 並 木87 ,000

市 の管 理 に な る植 木 総 本 数362,000本

2.パ リ ・セ ー ヌ河 岸 巡 航 課 に よ って管 理 され る植 木 地 帯 の 木2 ,300本

3.国 立公 園 お よび ル クサ ン ブ ール公 園 に 属 す る植 木地 帯 の木8 ,850本

公 共 緑 地 内 の植 木 総 本 数(ブ ー ロニ ュの 森,バ ン セ ン ヌの森 を含 む)『

373,150本

4.私 営 緑 地 の植 木概 数15 ,000本

三⊥ 」 因旦 植査 総一合計,390,000本

5.緑 地 の平 均 植 木密 度

市 内 公 営 公 園,庭 園:1ヘ ク タ ール あ た り97本

市 内 国 立 公 園 お よび ル クサ ン ブ ー ル公 園:1ヘ ク タ ール あ た り96本

市 内墓 地:1ヘ ク タ ール あ た り91本

c)そ の 他 の諸 デ ー タ

1.パ リの人 口:1968年 の調 査 で は2,607,625人(1969年5月7日 付 行攻 法 慣 習)

2.森 ま で の距 離:パ リの地 理 上 の中 心(ノ ー トル ・グ ム)か ら ブ 一 口ニ
ュの森,

バ ン 七 ン ヌの 森 まで の距 離 は各 々約6キ ロ メー トル ,5キ ロ メー トル と推 算 され

る。

(2)パ リに お け る植 木 地 帯 総 面 積

a)公 共 緑 地

バ ン セ ン ヌ ・ブ ー ロニ ュの 森1 ,840ヘ ク タール

パ リ市 お よび 国 家 の管 理 に な る市 内 公 園 ,庭 園326'・

全 体.2,166

ス ポ ー ツ場 の庭 園16

学 校 校 庭'S

鉄 道 お よび 環 状 道 路 等 の土 手 の光 風 植 木20

全 体44

b)非 公 共 緑 地

保 護 緑 地 リス トに 記 載 され て い る個 人 庭 園(1959年 ～1967年 に 関 す るPUD

の 提 供 数 字)159 .61ヘ ク ター ・レ

国 立 公 園 で 閉 鎖 され て い る もの8 .37'
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⑨

c)パ リ道路の並木道

87,000本 の植木を入れた面積

d)墓 地の並木道

8,700本 の植木を入れた面積

全 体167.98ヘ ク タ ー ル

全体

250ヘ ク タ ー ル

25

225

パ リの植木地総面積総計 2,650ヘ ク タ ー ル

(す なわ ち,パ リの緑 地 は ほ とん ど すべ て が人 工 的 植 木 地 帯 で あ る)

(3)住 民1人 あた り緑 地 率

住 民1人 あ た り緑 地 面 積 に つ い ては,パ リと他都 市 を単 純 に 比 較 す る と,次 の よ

うな数 字 とな る。 パ リの1平 方 メー トル に 対 し,ロ ー マ は9平 方 メー トル,ベ ル リ

ン は13平 方 メー トル,ウ イ ー ン25平 方 メー トル 。 しか し,こ の数 字 は 厳 密 に パ リ市

内 の緑 地 の み を考 え た場 合 の もので,正 しい数 字 とは い え な い。 と い うの は,た と

え ば ロン ドン と比 較 した場 合 は,ブ 一 口ニ ュお よび バ ン セ ン ヌの 森 の 面 積 を 加 えて

計 算 す る のが 筋 道 だ って い る とい え よ う。 なぜ な ら,ブ ー ロ ニ ュまた は バ ン セ ン ヌ

の森 か らい ち ば ん離 れ た 場 所 に 住 む パ リ市 民 で も,ハ イ ドパ ー ク(HydePark)ま

た は リー ジ ェン トパ ー ク(RegentPark)か ら,い ちば ん遠 くに 住 ん で い る ロ ン ド

ン市 民 ほ ど 地 の 利 の 条 件 は 悪 くな い。 また リッチ モ ン ド(Richimond)大 公 園 は,

ロン ドンの 町 の 中 心 か ら パ リの森 が パ リ中 心部 か ら離 れ て い る以 上 に 遠 い 距 離 に あ

る。

ベ ル リンで は,東 に コ ープ ニ ック ・ス タ ッ トフ ォル ス ト(StadtforstK6perich)

西 に グ リン ヴ ァル ドの森(GrUneuald)を ひ か え,パ リの 場 合 と同 じ よ うな状 況

に あ る。

w パ リの 緑 地 率 は 次 の よ うに 算 出で き る。

1.市 内 の公 園,庭 園全 体 を ベ ース と し,こ れ に ブ ー ロ ニ ュ ・バ ン セ ソ ヌの森 の 全

面積 を加 え た散 策 緑地 率 を 考 え る と,住 民1人 あ た り緑 地 面 積 は,次 の よ うに 計

算 で き る。

・M・31(21,660,000m22
,607,625(人))

2.パ リにおけ る植木地総面積をベニスとした総緑地率:住 民1人 あた り緑地面積

は次のように して算出され る。

1・m216(26,500,000m22
,607,625(人))

普通用いられ る数字は後者の率である。
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パリ緑地に関する以上の統計数字は,1969年12月31日 付法律により認められてい

ることを明記しよう。

資料として,パ リの各地区別,区 別の緑地統計を次にかかげよう。

第5次 計画中の整備事業

A－ 完成造園

it劇 庭 園 ⇒ 区 別1面

1966年 6 ・区[平 雪 ≡ トノ『

酬 年度別面積
平 方 メー トル

10 570

12 770

13 4,397

1・3
730

114 442

1967 10 7 1,452

7,895

1・21
730

12 565

13 266

{1・2}・ ・16・

ll・51・'…

19 333

20 1,772

20 5,076

1・9
4,790 18,644

1968 12 4 5,006

4 570

} 4 ・,7261

4 251

6 110

} 7 1,400

13 725

13 2,370

17 613

17 7,700

19 8,410

19 902 29,783

1969 8 4 275
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ぜ

1969年1 ・128・1

19 ・,35gl

1・ ・
2,110

・・{・ ・7881

17 ・・…1

1・ ・
・・…1

13 22・49・139,583

1970 3 18 2,800

18 ・,94・16,74・

・・ンセ ン ・剰 28・・…1 280,000

ー 合 計1 平方 メー トル
382,645

B－ 決済 され,予 算に組み込まれた造庭事業

十

=
=
ロ

067

774

502

540

784

ぴ2

乳

烏1

Z2

脇6

合

ー

ー

1

1

i
ー

1
ー

積

066

001

727

057

035

008

078

000

540

784

面

土1

乞1

L

ぴー

α2

Z

訊6

園庭

1
ー

ー

1
ー

ー

1
ー

U男

計

区51

81

91

02

区

合

C－ 並木本数の年度別推移

年 月 ・ 已 杢 本 数 欠 損 本 数 已 在 本 数

1938年 ・月 ・ 日1 84,553本} 384本1 84,169本

1956 84・5751 8341 83,741

1957 1 84・5441 ・…5} 83,449

1958 84,9611 ・・66・1 83,297

1959 85・・881 ・・596} 83,492

1960 84・9381
　

1・597} 83,341

84・9・gl ・・495!

1963 1
・84

・9971 1,574 83,423

1964 85・・661 ・…8[ 83,948
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・965i85・ ・84}…94183,991

1966 85,801 1,162 84,639

1967 87,585 1,221 S6,364

1968 88,180 1,140 87,040

1969 88,252 1,176 87,076

197・188・835 1,135 S7,700

D－ パ リ主要並木の植木種類

(1969年1月1日 お よび1970年1月1日 の統 計)

木 の 種 類 1969年 1970年

o_

1..フ フ タ ナ ス 35,806本 35,935本

2.マ ロ ニ エ 12,861 12,278

3.ニ レ 8,190 8,198

えんじゆ

4.椀 属(Sophora) 5,518 5,604

5ボ ダィ ジ ・1・ ・457 4,660

ちやんちん

6.香 椿 属(Cedrelas) 3,034 2,977

7.カ エ デ 3,505 3,524

8.ア カ シ ヤ 4,423 4,466

9,プ テ ロ カ リ ア ス(ptirocaryas) 1,238 1,188

・α ギ ・1・ ・247 1,244

11.大 カ エ デ 388 388

12.ポ プ ラ 2,610
1

3,173

13.西 洋 トネ リ コ 912 933

14.ニ ワ ウ ル シ 183 165

15.ア メ リ カ ク ル ミ 204 198

16.ナ ナ カ マ ド 5621549
17.キ サ サ ゲ 216 227

18.そ の 他11,622 1,993

合 計 S7,076本 87,700本

E.並 木枯渇率

年 度 枯 渇 本 数 並木全体に占める割合

1959年 2,033本 2.44%

1960 2,166 2.60

1961 1,587 1.90

1962 ・,497i・ .79

1963
⊥

1,545 1.85

60,
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19641,482本1.76%

・9651・,3651・ ・63

1966・,2921・.53

・9671・.5911・ ・84

19681,3431.54

196gI・,28gl1.47

F.庭 園整 備 工 事 の1平 方 メ ー トル あ た り基 本経 費

(用地代は含 まない)

① 特別の指定のない用地 内の簡単な庭園

② 特別の問題はないが,あ ま り重要性のない建築物のある用地

上に遊戯場 として扱われ ている庭 園

③ 風光 スタイルの特別 に幼児用に作 られ る庭園,右 建物 の取壊

しが少な く,中 程度 の建築物のあ るもの(木 陰,便 所,小 塀

な ど)

④ 風光形式で作 られ幼児用に考案 された庭園,数 多 くの広 い地

下室 と階があ り,重 要 な建物のあ るもの(木 陰,便 所,小

塚,支 えアーチ,踏 段等のあ るもの)

⑤ 特別に こった材料 を使 った高級庭園)

50フ ラ ン

100～130フ ラ ン

140～150フ ラ ン

200フ ラ ン

300フ ラ ン

'
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以上,本 調査の概要について記述したが,何 分にも短時間の駆けめぐりであり,そ

の詳細につき正確を期 し得なかったことは遺憾である。各国各地域によっては,そ れ

ぞれ事情を異にするところであるが,こ れら諸国を通 じての共通的な基本事項につい

ての印象を,下 記のように取 りまとめて本調査の結論としたい。

1ゲ リーンに対する基本認識

1)こ のことについては「1」にもふれたところであるが,も ともと狩猟民族である

北欧人の自然観 と,農 耕民族 としての日本人のそれとは,両 者の自然地理的風土や歴

史的経過の相違 もあ り,自 然(と くにグリーン)に 対する基本認識を異にするまま,

現代の人間環境尊重の時勢に突入したようである。

われわれの訪問諸国は程度の差こそあれ,近 時何れも産業活動の拡大や人口増大に

よる自然の汚染 ・破壊の傾向にはあるが,い ま日本人の直面している事態ほど深刻 ・

熾烈ではない。にもかかわらず,自 然の保護 ・保全に対する住民の理解 ・欲求と当局

の政策 ・行政は,よ り先見的であり,よ り壮大であり,よ り真剣である。このことは

何れの国においても,す でに政権担当者の政策選択の問題ではなく,と くに産業革命

以後の民族的体験から,国 民一般の常識的信念 として定着しているものとうけとめら

れる。

2)こ れら諸国においては,そ の土地の所有や経営の如何にかかわらず,自 然をか

けがえのない社会的資産 として理解 してお り,み どりに対する住民の権利意識の強烈

さには驚 くべきものがある。

またそのグ リーンに接す る態度は,肉 体的にも精神的にも偉大な自然にとけ込むこ

とを無上の意義 と心得てお り,日 本の観光ブームに見 るが如き俗 っぽい姿は全 く見受

けられない。

勺

'

2国 土政策 ・都市政策におけるグ リーンの評価

1)こ のような北欧人の自然観から,グ リーンはその国の国土政策 ・都市政策の展

開の上に,最 も重要な基礎要件となっている。

何れの地方にも云い得 ることは,大 都市の周辺鄙に広大な原野 ・草生地(ピ ース灌

木地等)や 低生産の林業地が,ふ んだんに残置 されている事実である。その地利的好

条件にもかかわ らず,工 場や宅造等の乱開発の傾向のないことは,日 本の大都市周辺

の実情に照らし少々奇異の感さえある。これら地域においては,企 業進出の トラブル

や,土 地投機の混乱など,あ まり見受けられないようである。

2)こ れらの事実は,そ の国土計画や都市計画等の行政措置の先行確定 と,公 共用

地に対す る州 ・市の先買い取得が徹底している結果である。そしてこれらの措置の有

効な成立は,何 といっても前記の住民全体のグリーンに対する認識の高さによって支
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え られ て い る もの と解 され る。

国 土 の 自然 は あ くまで も,全 国 民 を対 象 とす る国 土総 利 用 の 見 地 か ら,保 全 されね

ば な らな い。

3福 祉優 先 に徹 す る住 宅 対 策一 二 ュー一夕 ウ ン計 画 と 自然一

1)人 口の集 積 が そ れ ほ ど爆 発 的 で な い に して も,生 活 環 境 や 都 市 機 能 の充 実 に関

す る都 市 住 民 の欲 求 は 多 様 且 つ 深 刻 とな りつ つ あ り,い ず れ の大 都 市 に お い て も都 市

の再 開 発 や ニ ュー タ ウンの 課 題 が あ る。 福 祉 国 家 を も って 自他共 に許 す ス エー デ ン に

お け る(ス トック ホル ム郊 外 シ ャール ポ ル メ ン ・工 業 都 市 ヨ ーチ ボ リ等 の)集 合 住 宅

対 策 に は す ぐれ た もの が み られ る。 そ の 計 画 は徹 底 した 福 祉 優 先 の都 市 づ く り で あ

り,都 市 機 能 に 関 す るあ らゆ る関 連 分 野(交 通 ・文 教 ・医 療 ・衛 生 ・建 設 ・景 観 ・緑

化 ・造 園 ・シ ョ ッピ ン グ…'・・等)を 整 合 した一 大 総 合 計 画 で あ る。 なお この大 住 宅 群

は 単 に 家 族 構 成 に よ る床 面 積 基 準 に 止 まらず,そ の入 居 者 の生 活 態 様 別(年 金 生 活

者 ・高 令 者.・青 年 学 習 者 … … 等)の 住 居構 造 に も特 別 な配 慮 を加 え て い る。

2)こ の 計 画 は あ くまで も 自然 の地 形 ・植 生 ・景 観 に 忠 実 で あ り
t)徒 らに 自然 植 生

の 破 壊 や 傾 斜 地 の 切 取 り等 を 厳 に つ つ しん で い る。 なお これ ら の計 画 地 は,そ の地 積

きわ め て 広 大 に もか か わ らず,そ れ に 十 数 倍 す る周 辺 地 域 の 丘 陵 ・・湖 沼 ・森 林 等 の 自

然 との 関連 を尊 重 しつ つ 計 画 され て い る。

人

●

'

4都 市 公 園 及 び 街 路 樹

1)日 本 人 的 尺度 を も って す れ ば,一 般 に都 市 の規模 ・人 口に 比 べ ,公 園 緑 地 の 個

所 数 も多 く,そ の 面 積 比 率 も きわ め て大 き い。 コペ ンハ ーゲ ンは 大 小 公 園 の連 続 で あ

り,さ な が ら公 園 の 中 に136万 の都 市 をは め 込 んだ 感 が あ る。 また ハ ンブ ル グ に お い

て は,ハ ンブ ル グ大 学 か らエ ル ベ 河畔 公 園 まで 旧市 街地 を 南 北 に 縦 貫 す る公 園 緑地 を

有 しな が ら,な お 河 岸 ・墓 地 ・個 人 庭 園 を含 む み ど り計 画 を実 施 中 で あ り,さ らに周

辺 隣接 町村 を含 む大 ハ ン ブ ル グ圏 につ き,10ケ 年 事 業 を 計画 中 で あ る。 これ ら都 市 公

園 は重 厚壮 重 な 高木 林 型 に しろ,明 る い解 放 的 な 芝 生 に しろ,そ の設 計 の基 本 は 自然

の 静寂 とみ ど りの恵 み で あ る。 とか くに ぎに ぎ しい 遊 園地 的 な 日本 の都 市 公 園 とは ,

そ の趣 き を異 に す る こ とを特 記 しなけ れ ば な らな い 。

2)プ ラ タナ ス,マ ロニ エ,ニ レ,ボ ダ イジ ュ,ア カ シ ア… … 等 の巨 木 の整 然 と し

た壮 麗 の美 は,都 心 にあ りなが ら さ なが ら大 公 園 の並 木 路 を走 る錯 覚 さえ与 え る。

彼 等 の理 解 で は,街 路 は 単 に 交 通 機 能 の た め の もので は な く,街 路 樹 もそ の ア クセ

サ リーで もな い 。 そ れ は 車 道,歩 道,シ ョー ウ イン ドウを一 体 と した 都 市 住 民 に 欠 く

べ か らざ る生 活 空 間 で あ る。 そ の た め 都市 に よ って は,そ の 公 園 緑 地 の統 計 資 料 に,

街 路 樹 の樹 冠 総 面 積 を併 記 す るほ ど で あ る。 した が って,そ の技 術 的 管理 も入 念 を き
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わ め る と同時 に,こ の た め の 財 政 支 出 も惜 まな い 。

い ま さ らな が ら 「昔 恋 しい 銀 座 の 柳」 の み じめ さを悟 ら ざ るを得 な い。

5近 郊都市林

1)ま ず特筆しなければならないのは,都 市林の規模の壮大 さである。仮 りに西独

の地図を一べつす るだけで,都 市林の連続的配置の状況を知ることができる。都市林

の計画にあたっては,1km2当 り利用者数の予測に基いて設定されるが,こ の面積基

準は,と りもなおさず住民のみど りに対する欲求の量質を明瞭に物語っているようで

ある。冬季がなが く日照に恵まれない北欧人の,太 陽光線に対する欲求は想像以上の

ものがある。偶々われわれの旅行は連 日の好天に終始した。訪問国の住民は この機 と

ぼかりに,陽 光と緑を求めてワンサと野外の森に くり出していたにもかかわらず,何

れの都市林においても,わ れわれはそれらしい人々の雑踏に接することがなかった。

2)何 れの都市林 も森林が主体であって,道 路(自 動車道,自 転車道,遊 歩道,パ

ーキング)や 水景以外の無用の施設はほとんど見られない』一 特殊のスポーツグフ

ウン ドと子供遊園地は別として一 利用者はこのような行楽施設や売店,食 堂が極め

て少ないことに一向不便を訴えない。

このため,都 市林におけるレクリエーションスペースは,量 質共に1人 当 りの対自

然空間がきわめて大きい。 日本の観光地が乗 りものに先きを争い,遊 歩道に蟻の行列

をし,食 堂やみやげ物店が客寄せにどなり立っている姿とは,お よそ対照的である。

3)こ の大規模都市林の造成 ・管理にかかる州または市の財政支出も相当である。

このことの質問に対するある当局者の説明は,ま ことに明快であった。 「この都市林

の成果により市の社会福祉費が軽減されている。都市林に対する投資額の数倍 ・数十

倍に達する市民の無形のプラスがある。 したがって市民の税負担についての批判や議

会の反対は全 くない」この当局者の言葉は,け だし市民一般の都市林に対する心情を

代表するものであろ う。

◎
▼

令
一

へ
'

●

、

6国 土 の 修 復 ・造 成

1)オ ラ ンダ の 干 拓 事 業 は,1927年 ア イセル 湖 締 切 りの ア フス ラ イ トデ イ ク着 工 以

来,休 む ひ まな く営 々 と続 い て い る。 現 在 まで に三 つ の ボ ル ダ ー(干 拓地)が 完 成 し

て い るが,ま だ二 つが 残 され て い る。 そ して アス フラ イ トデ イ ク の1m嵩 上 げ 事 業

は,い まの ペ ースで 今 後 な ほ450年 を要 す る とい う。 オ ラ ンダ 国 民 の 国 土 造 成 に か け

る社 会 共 同 意識 の根 強 さに 驚 嘆 せ ざ るを 得 な い。

五 つ の 干 拓地 は,当 初 は 農 業 ・畜 産 を 主 目的 と して計 画 され た が,最 近 そ の一・部 を

工 業 用 地,住 宅 用 地 と して 変 更 した 。

こ こに強 調 した い こ とは,・ この歴 史 的 年 月 と巨 大 な 投 資 を 傾 け る干 拓地 に,広 大 な
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レクリエーションの森を造成していることである。 日本人の常識では,に わかに納得

のゆかないところであろ う。

2)西 独ルール地方の広大な褐炭地帯におけ る採掘跡地の修復事業は,わ れわれに

大 きな示唆を提供している。地域内の各炭鉱会社 と火力発電所の企業を中心 とする組

合が,法 に基き自然復元の義務を負い,州 政府 と共同してみどりの造成事業を進め,

その全域は州の森林公園として管理 されている。い うまでもなく露天掘 り跡地の土質

は甚しく劣悪である。このためこの広大な全地域を厚み1～3mの 客土で覆い,植 生

遷移の原則に従って漸次森林状態に誘導 している。このような投資と技術的努力は,

只々グ リーン造成のみが目的である。わが国においても,最 近社会要請に対応する企

業のあ り方が課題となっている。ここではたとえ法の規制があるにもせよ,天 然資源

の開発利用における自然復元義務を当然のこととする企業の姿勢に注 目しなければな

らない。

3)前 記の新規造成にしろ,復 元に しろ,両 者に共通することは,単 に物理的な土

地の構築ではなく,植 生導入により自然を造出すること自体を目的として最大の努力

を傾けていることである。それは自然のない土地には如何なる人間の営みもあり得な.

いとする土地に対する哲学の具体的行動で もある。干拓のあと直ちに米作を,埋 立が

完了すればすぐに工場建設をといった,自 然法則を無視 した性急さは厳に戒めねばな

るまい。

、

ら

'

むすび として

いうまでもな く上記各項は,い まさら事新 しい指摘でもないであろう。 し か し い

ま,人 間環境 ・みどりの自然の課題に苦悩する日本の実態に照らし,北 欧諸国の数世

紀に亘 る貴い体験を,き わめて価値あるものとして強調したものである。

われわれが北欧諸国民のみど りの自然に対する理解と情熱をまともに評価するかぎ

り,ま ずもって全国民のグリーン認識に関する啓蒙教育こそ肝要であらう。それは迂

遠の途であっても,単 なる行政規制のみでは,内 なる意識の改革とはならないからで

ある。

しかし日本の現状はまさに差し迫っている。いま直ちにこの歴史的距離をつめるこ

とは不可能であるが,可 能なことはそのための政治の決断と政策の転換である。これ

は今即刻にも可能であろう。

いまだ幾多の未解決の課題を含む とはいえ,わ れわれの緑化に関する学問や技術の

レベルは,彼 等のそれに比べいささかも遜色あるものとは思はない。問題はこのため

の政策の飛躍と体制の変革である。

いまや国土緑化の課題は,ひ とり造園や林業の分野だけのものでなく,新 しい文明

観に立つ社会 ・経済の各面に亘る,高 次で壮大な総合政策として推進確立されねばな
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らな い。

わ れ わ れ は,文 明 社会 の成 熟 の基 盤 が,実 に こ こにあ る こ とを つ よ く主 張 し て己 ま

ない も ので あ る。

●

・㌔

、

↓

φ

、
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あ と が き

今 回 の 訪欧 の旅 は,珍 し く快 晴 つづ き の よ い お天 気 に 恵 まれ,窮 屈 な ス ケ ジ ュ ール

に もか かわ らず,ほ とん ど予 定 通 り事 が 運 び,一 同元 気 で 帰 朝 で き て,何 よ り慶 賀 に

堪 え な い。

参 加 され た メンバ ーは,そ れ ぞ れ の職 場 で 責 任 あ るポ ス トに い ら っ し ゃ る方 々ぼ か

りで あ るか ら,帰 朝 後 は と りわ け 目の まわ る程 お忙 しか った に ちが い な い。 しか し,

そ れ ぞ れ 分 担 執 筆 を 引 受 け られ,こ れ また,ほ ぼ 予 定 通 り,こ こに 調 査 報 告 書 を と り

ま とめ る まで に 漕 ぎ つけ,お 蔭 で,調 査 団 の助 言 役 と して の 私 の責 任 の一 端 を 漸 く果

た す こ とが で きた こ とに対 し,団 員 各 位 に 厚 く御 礼 申 し上げ る次第 で あ る。

日本 の これ か らの都 市 緑 化 を ど う進 め るか,そ の 在 り方,そ の担 い 手,そ の組 織 づ

く り,そ して,そ の緑 化 を支 え る フ ィロ ソ フ ィーな ど,盛 り沢 山の課 題 を か か え,先

進 国 で あ る ヨ ー ロ ッパ 各 国で は,そ れ らの課 題 に ど う対 処 し て い るか を 調 査 す る の

が,今 回 の わ れわ れ の 目的 で あ った。 した が って 調 査 の範 囲 は極 め て手 広 く,緑 化 に

関 す る植 栽 技術 的 な面 もあれ ば,計 画 手 法 的 な 面,さ らに政 策 的 な面 に も 及 ん で い

た。 これ ら を,僅 か2週 間 の,し か も5ケ 国 に わ た って組 まれ た ハ ー ドス ケジ ュー ル

の 中で,こ な して い こ う とす る こ と 自体,大 変 難 しい 仕 事で あ った。

しか し,と にか く一 つ の 報 告 書 とし て取 ま とめ る こ とが で きた 。 これ は,ひ と え

に,団 員 各 位 が 異 常 な熱 意 を も っ て,行 く先 々 に お い て,全 員 時 に は耳 とな り,時 に

は 目と な っ て対 象 に 肉迫 した か ら に他 な ら な い と思 う。 だか ら とい って,所 期 の 目的

を 十 二 分 に果 た し得 た 報 告 書 とは 思 っ て い な い。 問 題 の掘 り下 げ は確 か に浅 い。 しか

し,そ の代 り,広 い範 囲 に わ た っ て,団 員 各 自 の専 門的 立 場 か ら,ど こに ど の よ うな

問 題 が あ る のか を,改 め て考 え て み る材料 を つ か み とって きた こ とは 事 実 で あ る。 そ

の 中 に は,む こ うと,こ ち ら とで は 抱 え て い る問 題 が 必 ず し も共 通 して い るわ け で も

な い とい った 専 一 大変 当 り前 とい え ば 当 り前 なの だ が あ るい は,こ の問 題 に 関

す る限 り,も う少 し時 間 をか けれ ば,か な り解 明 で きた も しれ な い とい った こ と な ど

も含 まれ よ う。 こ うい った 意 味 に お い て,今 回 の視 察 は,あ る種 の予 備 調 査 的 な成 果

と して 意義 を もつ もの と信 じ る。

"百 聞 は 一見 に 如 かず"と は事 実 そ の 通 りで
,わ れ わ れ も,こ の旅 行 を 通 し てそ の

こ とを実 感 した の だ が,こ こで も う1時 間 ね ば っ て見 学 で きた ら,あ るい は よ り多 く

の こ とを相 手方 か ら聞 き 出せ たか も しれ な い と の憾 み は 誰 の 胸 に も残 った ので は な い

か と思 う。 しか し,偉 駄 天 まが い の 駆 足 調 査 に して は,決 し で 侮な いほ ど の収 穫 を 挙

69



げ て帰 った こ とを,こ こに 改 め て 団員 各 位 と と もに,喜 び た い。

そ れ と と もに,日 本 緑 化 セ ン タ ーの設 立 に か ん が み,こ の 報 告 書 が,セ ン タ ーの 方

向 づ け に 何 らか のお 役 に 立 つ こ とが で きれ ば,団 員 一 同,望 外 の喜 び とす る もの で あ

る。

最 後 に,こ の視 察 調査 を企 画 し,終 始 御 支 援 下 さ った 日本 情 報 開発 協 会 理 事 長 稲 葉

秀 三 氏 は じめ ス タ ッフの 方 々に,心 か ら感 謝 の意 を表 す る次 第 で す 。

昭和48年9月

コ ーデ ィネ ー タ 高橋 理 喜 男
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